
123
123
123
123
123
123
123
123
123
123
123
123
123
123
123
123
123
123
123
123
123
123
123
123
123
123
123
123
123
123
123
123
123
123
123
123
123
123
123
123
123
123
123
123
123
123
123
123
123
123
123
123
123
123
123
123
123
123
123
123
123
123
123
123
123
123
123
123
123
123
123
123
123
123
123
123
123
123
123
123
123
123
123
123
123
123
123
123
123
123
123
123
123
123
123
123
123
123
123
123
123
123
123
123
123
123
123
123
123
123
123
123
123
123
123
123

12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12

12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12

ANO XX  –  Nº 4811 SÃO PAULO, SÁBADO, 5 DE AGOSTO DE 2017 R$ 4,00

Rua da Glória, 332 - CEP 01510-000 - São Paulo - SP – Tel. (11) 3340-6060 – www.nikkeyshimbun.com.br

DIRETOR  PRESIDENTE

RAUL  M. TAKAKI

JORNALISTA  RESPONSÁVEL

TAKAO MIYAGUI



削
減
幅
の
縮
小
も
や
む
な
し

領
と
面
会
し
、
党
内
で
告
発

を
拒
否
す
る
よ
う
勧
め
る
役

割
も
担
っ
た
。

　

こ
う
し
た
こ
と
も
あ
り
、

伯
字
紙
の
中
に
は
、「
ア
エ

シ
オ
氏
が
影
響
力
を
取
り
戻

し
、
党
首
に
復
活
す
る
の
で

は
な
い
か
」
と
見
る
向
き
も

あ
っ
た
。

　

だ
が
、
１
日
と
３
日
に
行

わ
れ
た
ア
エ
シ
オ
、
タ
ッ
ソ

両
氏
の
対
談
の
結
果
、
ア
エ

シ
オ
氏
本
人
が
「
今
は
タ
ッ

ソ
氏
が
Ｐ
Ｓ
Ｄ
Ｂ
を
率
い
る

の
が
最
も
ふ
さ
わ
し
い
」
と

現
状
継
続
を
申
し
出
る
形
と

な
っ
た
。

　

タ
ッ
ソ
氏
は
少
な
く
と

も
、
年
末
に
予
定
さ
れ
て
い

る
Ｐ
Ｓ
Ｄ
Ｂ
全
国
党
大
会
ま

　
【
既
報
関
連
】
テ
メ
ル
大
統
領
告
発
受
理
へ
の
賛
否
を
問
う
２
日
の
採
決
で
、
な

ん
と
か
告
発
を
阻
止
し
た
政
府
は
、
年
金
制
度
を
含
む
社
会
保
障
制
度
改
革
（
以

下
「
年
金
改
革
」）
成
立
に
向
け
た
動
き
を
週
明
け
に
再
開
し
、
１
０
月
末
ま
で
に

は
上
下
両
院
の
通
過
を
目
指
す
意
向
と
、
４
日
付
伯
字
各
紙
が
報
じ
た
。

の
内
容
を
保
っ
た
ま
ま
承

認
を
目
指
す
と
い
う
も
の
だ

が
、
財
相
自
身
が
以
前
、「
年

金
改
革
は
最
重
要
項
目
を
通

す
事
が
肝
心
」
と
語
っ
て
お

り
、
改
革
内
容
の
譲
歩
は
濃

厚
だ
。
な
お「
最
重
要
項
目
」

と
は
、「
最
低
需
給
開
始
年

齢
の
設
定
」
を
指
し
て
い
る

と
思
わ
れ
る
。

　

昨
年
の
テ
メ
ル
政
権
発
足

当
時
、
連
立
与
党
の
下
議
は

４
１
６
人
お
り
、
憲
法
改

正
を
含
む
歳
出
上
限
案
も
通

し
て
、
次
な
る
課
題
の
年
金

改
革
の
意
見
書
が
特
別
委
を

通
過
し
た
直
後
の
５
月
１
７

日
に
Ｊ
Ｂ
Ｓ
シ
ョ
ッ
ク
が
発

生
。
政
界
に
激
震
が
走
り
、

４
政
党
６
６
下
議
が
連
立
を

離
脱
し
た
。

　

そ
れ
で
も
数
の
上
で
は
、

年
金
改
革
も
可
能
な
３
５
０

下
議
を
連
立
与
党
に
抱
え
て

い
る
が
、
２
日
の
テ
メ
ル
大

統
領
告
発
阻
止
に
投
票
し
た

の
は
２
６
１
人
だ
っ
た
。
政

権
発
足
当
時
と
比
較
し
て
、

３
７
％
も
の
勢
力
縮
小
だ
。

　

だ
が
、
民
主
社
会
党
（
Ｐ

Ｓ
Ｄ
Ｂ
）
の
約
半
数
が
告
発

　

こ
の
数
週
間
、
ず
っ
と
噂

の
続
い
て
い
た
ネ
イ
マ
ー
ル

の
史
上
最
高
額
で
の
Ｐ
Ｓ
Ｇ

移
籍
が
３
日
に
正
式
に
実
現

し
た
。
す
で
に
世
界
的
な
話

題
だ
が
、
大
喜
び
し
た
パ
リ

ジ
ャ
ン
、
パ
リ
ジ
ェ
ン
ヌ
た

ち
は
早
速
Ｐ
Ｓ
Ｇ
の
公
式

に
賛
成
し
た
が
、
彼
ら
も
年

金
改
革
に
は
賛
成
と
見
ら
れ

る
。
一
方
、
与
党
内
複
数
政

党
か
ら
な
る
会
派
で
告
発
に

は
反
対
し
た「
セ
ン
ト
ロ
ン
」

は
、
年
金
改
革
に
は
反
対
し

て
お
り
、
年
金
改
革
成
立
に

向
け
た
票
読
み
は
複
雑
だ
。

　

議
会
と
し
て
は
、
年
金
改

革
以
前
に
選
挙
制
度
改
革
を

含
む
政
治
改
革
に
取
り
組

む
事
を
望
ん
で
い
る
。
改
革

の
内
容
に
は
、
公
金
を
財
源

と
し
、
選
挙
費
用
を
補
助
す

る
基
金
の
設
立
な
ど
が
含
ま

れ
る
予
定
で
、
来
年
の
選
挙

で
適
用
さ
れ
る
た
め
に
は
、

１
０
月
の
頭
ま
で
に
成
立
さ

せ
る
必
要
が
あ
る
。

　

同
改
革
は
再
選
を
目
指
す

与
党
議
員
た
ち
に
と
っ
て
も

一
大
関
心
事
で
、
特
に
セ
ン

ト
ロ
ン
の
議
員
た
ち
が
成
立

を
強
く
望
ん
で
い
る
。

　

政
治
改
革
を
上
下
両
院
で

告
発
阻
止
よ
り
実
現
難
し
い
？

で
は
党
首
代
行
を
つ
と
め
る

こ
と
に
な
っ
た
。

　

ア
エ
シ
オ
氏
は
現
状
通
り

「
停
職
中
の
党
首
」
の
肩
書

き
で
居
続
け
る
こ
と
も
確
認

さ
れ
た
。

　

連
邦
検
察
庁
は
収
賄
容
疑

で
の
ア
エ
シ
オ
氏
逮
捕
を
再

度
求
め
て
お
り
、
８
月
に
最

に
割
れ
た
。
タ
ッ
ソ
氏
は
連

立
離
脱
に
か
な
り
積
極
的
な

こ
と
で
知
ら
れ
て
い
る
。

　

今
回
、
Ｐ
Ｓ
Ｄ
Ｂ
の
謀
反

票
が
多
か
っ
た
こ
と
で
、
現

政
権
で
の
Ｐ
Ｓ
Ｄ
Ｂ
の
大
臣

職
を
エ
ド
ゥ
ア
ル
ド
・
ク
ー

ニ
ャ
前
下
院
議
長
が
ま
と
め

た
会
派
「
セ
ン
ト
ロ
ン
」
系

職
処
分
を
受
け
た
。

　

だ
が
、
上
議
に
関
し
て
は

７
月
に
最
高
裁
か
ら
停
職
処

分
を
解
か
れ
て
お
り
、
ア
エ

シ
オ
氏
は
来
年
の
大
統
領
選

へ
の
同
党
候
補
へ
の
意
欲
を

ま
だ
捨
て
て
い
な
い
。ま
た
、

２
日
の
下
院
で
の
テ
メ
ル
大

統
領
の
告
発
受
理
に
関
す
る

投
票
の
前
に
も
テ
メ
ル
大
統

　

民
主
社
会
党〈
Ｐ
Ｓ
Ｄ
Ｂ
〉

は
３
日
、
党
首
停
職
中
の
ア

エ
シ
オ
・
ネ
ー
ヴ
ェ
ス
氏
と

タ
ッ
ソ
・
ジ
ェ
レ
イ
サ
ッ
チ

氏
党
首
代
行
の
会
談
で
、
ア

エ
シ
オ
氏
は
現
状
の
ま
ま
と

し
、
タ
ッ
ソ
氏
が
年
内
ま
で

引
き
続
き
党
首
代
行
を
行
う

こ
と
を
決
め
た
。
４
日
付
伯

字
紙
が
報
じ
て
い
る
。

　

ア
エ
シ
オ
氏
は
５
月
１
７

日
の
Ｊ
Ｂ
Ｓ
シ
ョ
ッ
ク
後
、

収
賄
と
捜
査
妨
害
の
容
疑
で

上
議
と
Ｐ
Ｓ
Ｄ
Ｂ
党
首
の
停

ア
エ
シ
オ
氏「
停
職
中
の
党
首
」

Ｐ
Ｓ
Ｇ
へ
の
移
籍
が
正
式
決
定

不
穏
な
ア
ウ
キ
ミ
ン
派
の
動
き

の
進
歩
党
（
Ｐ
Ｐ
）
や
共
和

党
（
Ｐ
Ｒ
）
に
奪
わ
れ
る
の

で
は
な
い
か
と
囁
か
れ
て
い

る
が
、
タ
ッ
ソ
氏
は
「
そ
れ

は
連
邦
政
府
の
問
題
で
あ
っ

て
、
わ
が
党
の
問
題
で
は
な

い
」
と
し
て
い
る
。

　

な
お
、
ア
エ
シ
オ
派
は
連

立
与
党
残
留
を
希
望
し
て
い

る
。
ア
エ
シ
オ
氏
に
と
っ
て

来
年
の
大
統
領
選
で
の
最
大

の
党
内
ラ
イ
バ
ル
は
、「
社

会
保
障
制
度
改
革
実
現
ま
で

は
連
立
残
留
」
と
し
て
い
る

ジ
ェ
ラ
ウ
ド
・
ア
ウ
キ
ミ
ン

聖
州
知
事
だ
。
同
知
事
の
お

膝
元
で
あ
る
聖
州
選
出
の
下

議
１
２
人
中
、
１
１
人
が
テ

メ
ル
氏
告
発
に
賛
成
す
る
投

票
を
行
っ
て
い
た
。

　

こ
の
へ
ん
が
、
来
年
に
向

け
た
党
内
動
向
を
左
右
す
る

台
風
の
目
に
な
り
そ
う
だ
。

反
対
し
た
下
議
は
２
６
３
人

だ
っ
た
。
年
金
改
革
は
憲
法

改
正
に
あ
た
り
、
下
院
通
過

に
は
、
議
員
定
数
５
１
３
人

の
６
０
％
以
上
に
あ
た
る

３
０
８
票
が
必
要
だ
。

　

メ
イ
レ
レ
ス
財
相
は
「
告

発
に
賛
成
し
た
議
員
の
全
て

が
、
年
金
改
革
に
反
対
し
て

い
る
わ
け
で
は
な
い
」
と
見

て
い
る
。
ま
た
、
賛
成
票
獲

得
の
た
め
に
改
革
の
内
容
を

緩
や
か
な
も
の
に
す
る
可
能

性
に
つ
い
て
は
、「
５
月
の

下
院
特
別
委
で
承
認
さ
れ
た

年
金
改
革
意
見
書
は
、
既
に

原
案
か
ら
２
５
％
も
支
出
切

り
詰
め
幅
を
落
と
し
て
い

る
。
こ
れ
以
上
譲
歩
は
難
し

い
」
と
答
え
た
。

　

当
面
の
方
針
は
、
下
院
特

別
委
で
承
認
さ
れ
た
意
見
書

タッソ氏とアエシオ氏
（Marcelo Camargo/Agência Brasil)

テメル大統領（Valter Campanato/Agência Brasil）

政
治
改
革
と
の
二
正
面
作
戦
か

ネイマール

成
立
さ
せ
る
期
限
は
１
０
月

の
頭
。
選
挙
制
度
改
革
と
引

き
換
え
に
セ
ン
ト
ロ
ン
を
説

得
し
、
年
金
改
革
を
行
う
目

標
は
１
０
月
末
。
連
邦
検
察

庁
が
テ
メ
ル
告
発
の
〃
第
二

の
矢
〃
を
９
月
半
ば
ま
で
に

放
つ
事
は
濃
厚
。
告
発
第
１

弾
の
受
理
阻
止
後
も
、
テ
メ

ル
政
権
に
は
厳
し
い
戦
い
の

日
々
が
続
き
そ
う
だ
。

シ
ョ
ッ
プ
へ
と
長
蛇
の
行
列

を
作
っ
て
並
び
、
ネ
イ
マ
ー

ル
の
新
し
い
背
番
号
１
０
の

ユ
ニ
フ
ォ
ー
ム
を
求
め
て
並

ん
で
い
る
と
か
。
伯
国
で

も
、
す
で
に
今
週
か
ら
の
学

校
の
新
学
期
に
合
わ
せ
て
、

こ
の
事
態
を
予
測
し
て
Ｐ
Ｓ

Ｇ
グ
ッ
ズ
を
売
り
出
す
キ
ャ

ン
ペ
ー
ン
も
目
ざ
と
く
さ
れ

て
い
た
。
Ｐ
Ｓ
Ｇ
は
伯
人
選

手
が
多
い
た
め
、
今
後
の
伯

国
で
の
チ
ー
ム
人
気
も
高
ま

り
そ
う
。
セ
レ
ソ
ン
の
母
体

に
な
る
べ
き
選
手
も
多
い
た

め
来
年
の
Ｗ
杯
に
も
好
都
合

か
。
ま
ず
は
新
天
地
で
の
健

闘
を
祈
り
た
い
と
こ
ろ
。

　
　
　
　
　

◎

　

３
日
午
前
７
時
ご
ろ
、
聖

市
東
部
パ
ル
ケ
・
ド
・
カ
ル

モ
で
、
平
衡
感
覚
を
失
っ
た

車
が
暴
走
し
て
民
家
に
激
突

し
、
１
人
が
死
亡
す
る
事
故

が
起
き
た
。
亡
く
な
っ
た
の

は
軍
警
の
エ
ラ
イ
ネ
・
ク

リ
ス
チ
ー
ナ
・
ロ
ペ
ス
さ
ん

（
４
２
）
で
、
事
故
の
瞬
間

は
ま
だ
ベ
ッ
ド
の
中
で
寝
て

お
り
、
突
っ
込
ん
で
き
た
車

の
下
敷
き
と
な
る
形
で
命
を

落
と
し
た
と
い
う
。
こ
の
運

転
手
は
逮
捕
歴
が
あ
り
、
コ

カ
イ
ン
常
用
者
だ
っ
た
と
い

う
。
エ
ラ
イ
ネ
さ
ん
に
と
っ

て
は
最
悪
の
〃
目
覚
め
〃
と

な
っ
て
し
ま
っ
た
か
。

　
　
　
　
　

◎

　

寒
冷
前
線
の
接
近
に
伴

い
、
３
日
は
聖
市
に
５
１
日

ぶ
り
と
な
る
降
雨
が
記
録
さ

れ
た
。
霧
雨
で
雨
量
的
に
は

決
し
て
多
く
は
な
い
も
の

の
、
こ
の
雨
は
４
日
に
も
降

り
続
い
た
。
予
報
だ
と
、
雨

は
降
っ
て
も
今
日
ま
で
だ
と

い
う
。そ
れ
と
引
き
換
え
に
、

明
日
か
ら
最
低
気
温
が
１
０

度
を
下
回
る
日
々
が
続
く
と

い
う
。
で
き
る
だ
け
厚
着
を

し
、
風
邪
を
引
か
ぬ
よ
う
、

用
心
を
。

　

７
０
年
代
に
「
ペ
ロ
ー
ラ
・

ネ
グ
ラ
」
な
ど
の
大
ヒ
ッ
ト

で
知
ら
れ
る
大
御
所
歌
手
、

作
曲
家
ル
イ
ス
・
メ
ロ
デ
ィ
ア

が
４
日
、
入
院
先
の
リ
オ
の

病
院
で
骨
髄
腫
の
た
め
亡
く

な
っ
た
。
６
６
歳
だ
っ
た
。

　

１
９
５
１
年
に
リ
オ
市
中

心
部
の
モ
ロ
・
ド
・
エ
ス
タ
ー

シ
オ
で
、
ル
イ
ス
・
カ
ル
ロ

ス
・
ド
ス
・
サ
ン
ト
ス
と
し

て
生
ま
れ
た
。
幼
い
こ
ろ
か
ら

「
メ
ロ
デ
ィ
ア
」
と
い
う
あ
だ

名
で
呼
ば
れ
、
同
地
で
盛
ん

な
サ
ン
バ
に
親
し
ん
で
育
ち
、

１
６
歳
の
頃
か
ら
積
極
的
に

音
楽
活
動
を
は
じ
め
た
。

　

音
楽
家
と
し
て
の
最
初
の

出
世
は
、
１
９
７
１
年
に
自

身
の
曲
「
ペ
ロ
ー
ラ・
ネ
グ
ラ
」

を
当
時
、
新
進
気
鋭
の
人
気

女
性
歌
手
だ
っ
た
ガ
ル
・
コ

ス
タ
に
提
供
し
て
ヒ
ッ
ト
さ
せ

た
こ
と
だ
っ
た
。

　

こ
の
実
績
を
引
っ
さ
げ
、

自
ら
歌
手
デ
ビ
ュ
ー
し
た
。

メ
ロ
デ
ィ
ア
は
ア
ル
バ
ム
「
ペ

ロ
ー
ラ
・
ネ
グ
ラ
」
を
発
表
。

同
作
は
サ
ン
バ
を
基
調
に
、

ジ
ャ
ズ
や
ソ
ウ
ル
、
ロ
ッ
ク
な

ど
の
影
響
を
加
え
た
独
創
的

な
作
風
で
話
題
に
な
っ
た
。

今
日
ま
で
「
７
０
年
代
伯
国

音
楽
の
名
作
」
と
し
て
強
い

影
響
を
残
し
て
い
る
。

　

今
日
に
至
る
ま
で
、
ジ
ル

ベ
ル
ト
・
ジ
ル
や
ミ
ル
ト
ン
・

ナ
シ
メ
ン
ト
と
並
ぶ
、
影
響

力
の
強
い
黒
人
音
楽
家
と
し

て
知
ら
れ
る
。
積
極
的
な
作

品
発
表
や
公
演
活
動
を
続
け

て
い
た
が
、
今
年
の
４
月
に

骨
髄
腫
に
お
か
さ
れ
て
い
る

こ
と
を
公
表
し
、
闘
病
を
続

け
て
い
た
。

　

サ
ッ
カ
ー
伯
国
代
表
Ｆ
Ｗ

ネ
イ
マ
ー
ル
の
、
ス
ペ
イ
ン

の
Ｆ
Ｃ
バ
ル
セ
ロ
ナ
か
ら
、

フ
ラ
ン
ス
の
パ
リ
・
サ
ン

ジ
ェ
ル
マ
ン
（
Ｐ
Ｓ
Ｇ
）
へ

の
移
籍
が
正
式
に
決
定
し
、

４
日
の
朝
（
ブ
ラ
ジ
リ
ア
時

間
）
に
パ
リ
で
記
者
会
見
を

行
っ
た
。

　

今
回
の
移
籍
で
最
も
大

き
な
話
題
と
な
っ
た
の

は
、
Ｐ
Ｓ
Ｇ
か
ら
Ｆ
Ｃ
バ

ル
セ
ロ
ナ
に
払
わ
れ
た
違

約
金
だ
。
２
２
２
億
ユ
ー

ロ
（
８
１
４
億
レ
ア
ル
相

当
）
の
違
約
金
は
、
こ
れ
ま

で
最
大
だ
っ
た
、
昨
年
フ
ラ

ン
ス
人
選
手
ポ
ー
ル
・
ポ

グ
バ
が
イ
タ
リ
ア
の
ユ
ヴ
ェ

ン
ト
ス
か
ら
英
国
マ
ン
チ
ェ

ス
タ
ー
・
ユ
ナ
イ
テ
ッ
ド

へ
移
籍
し
た
際
の
違
約
金

１
億
５
０
０
万
ユ
ー
ロ
を
大

幅
に
上
回
り
、
サ
ッ
カ
ー
史

上
最
高
額
だ
。

　

会
見
で
ネ
イ
マ
ー
ル
は

「
こ
こ
へ
き
た
の
は
新
た
な

挑
戦
の
た
め
。
お
金
の
た
め

で
も
、
Ｆ
Ｃ
バ
ル
セ
ロ
ナ
で

は
メ
ッ
シ
の
２
番
手
扱
い
さ

れ
る
か
ら
で
も
な
い
」「
今

は
と
て
も
幸
せ
。
早
く
プ

レ
ー
し
た
い
」「
移
籍
は
人

生
に
お
い
て
最
も
難
し
い
決

断
だ
っ
た
が
、
最
後
は
自
分

の
心
に
従
っ
た
」「
Ｆ
Ｃ
バ

ル
セ
ロ
ナ
の
元
チ
ー
ム
メ
イ

ト
に
は
感
謝
し
て
い
る
」「
ま

だ
監
督
と
は
会
っ
て
い
な
い

が
、
彼
が
望
む
な
ら
キ
ー

パ
ー
で
も
や
る
」
な
ど
と

語
っ
た
。

　

翌
日
に
フ
ラ
ン
ス
リ
ー
グ

開
幕
を
控
え
て
い
る
事
を
向

け
ら
れ
る
と
、「
サ
ッ
カ
ー

を
す
る
こ
と
は
、
自
分
が

一
番
好
き
な
事
。
明
日
の

プ
レ
ー
が
無
理
な
理
由
は
な

い
」
と
返
し
た
。

　
【
既
報
関
連
】
ベ
ネ
ズ
エ

ラ
の
マ
ド
ゥ
ー
ロ
大
統
領
が

７
月
３
０
日
に
制
憲
議
会
の

議
員
選
挙
を
強
行
し
、
野
党

指
導
者
を
再
逮
捕
し
た
上
、

投
票
率
偽
装
が
暴
露
さ
れ
た

事
な
ど
で
、
南
米
南
部
共
同

市
場
（
メ
ル
コ
ス
ル
）
が
５

日
に
緊
急
外
相
会
議
を
開
催

す
る
と
３
日
付
伯
字
紙
サ
イ

ト
が
報
じ
た
。

　

ベ
国
政
府
は
制
憲
議
会
の

議
員
選
挙
の
結
果
を
１
日
か

ら
公
表
し
、
３
日
に
議
会
発

足
と
報
じ
た
が
、
得
票
数
な

ど
は
伏
せ
て
い
た
。

　

だ
が
、
投
票
機
提
供
や
得

票
集
計
を
担
当
し
た
ス
マ
ー

ト
マ
テ
ィ
ッ
ク
社
が
２
日
、

「
投
票
者
数
８
０
０
万
余
と

い
う
数
字
は
最
低
１
０
０
万

人
分
水
増
し
さ
れ
て
い
る
」

と
暴
露
し
、
同
国
政
府
と
選

挙
管
理
委
員
会
（
Ｃ
Ｎ
Ｅ
）

を
告
発
。
同
国
検
察
庁
は
同

日
、
今
回
選
挙
で
の
不
正
に

関
す
る
調
査
を
始
め
た
。

　

３
日
に
は
、
同
国
Ｃ
Ｎ
Ｅ

委
員
以
外
の
国
内
外
の
専
門

家
に
よ
る
監
査
と
制
憲
議
会

無
効
化
を
要
請
し
た
。

　

し
か
し
、
マ
ド
ゥ
ー
ロ
大

統
領
は
３
日
、
制
憲
議
会
は

同
国
の
政
治
的
危
機
を
解
決

す
る
最
良
の
方
策
と
弁
護
。

決
ま
っ
た
３
５
人
の
議
員
の

認
証
式
を
行
う
必
要
も
あ

り
、
議
会
発
足
を
４
日
午
前

１
１
時
（
ブ
ラ
ジ
リ
ア
時
間

の
１
２
時
）
に
延
期
す
る
と

だ
け
発
表
し
た
。

　

同
国
の
制
憲
議
会
に
つ
い

年金改革成立に舵切る政府
　

３
日
に
年
金
改
革
の
期
限

を
問
わ
れ
た
エ
ン
リ
ケ･

メ

イ
レ
レ
ス
財
相
は
、「
理
想

的
に
は
１
０
月
い
っ
ぱ
い
ま

で
、
し
か
し
、
１
１
月
ま
で

か
か
っ
て
も
よ
い
」
と
の
私

見
を
示
し
た
。

　

大
統
領
へ
の
告
発
受
理
に

て
は
中
国
な
ど
が
支
持
を
表

明
し
て
い
る
が
、
欧
州
連
合

（
Ｅ
Ｕ
）
そ
の
他
、
多
く
の

国
や
地
域
は
認
可
し
な
い
と

の
意
向
を
表
明
済
み
だ
。

　

南
米
南
部
共
同
市
場
（
メ

ル
コ
ス
ル
）
は
、
５
日
に
伯

国
で
緊
急
の
外
相
会
議
を
開

き
、
ベ
国
問
題
を
話
し
合
う

事
を
決
め
た
。
今
回
の
会
議

で
は
、
ベ
国
の
資
格
剥
奪
は

必
至
と
見
ら
れ
て
い
る
。

　

ま
た
、
米
州
機
構
の
ル
イ

ス
・
ア
ウ
マ
グ
ロ
事
務
局
長

は
３
日
、
１
０
月
開
催
の
米

州
選
挙
管
理
委
員
会
会
議
へ

の
ベ
国
Ｃ
Ｎ
Ｅ
の
参
加
を
認

め
な
い
と
発
表
し
た
。
同
局

長
は
２
日
、「
ベ
国
の
制
憲

議
会
選
挙
で
ラ
米
最
悪
の
違

反
行
為
が
起
き
た
」
と
同
国

を
強
く
批
判
し
て
い
た
。

　

伯
国
で
は
、
無
条
件
で
の

マ
ド
ゥ
ー
ロ
政
権
支
持
を
表

明
し
て
い
た
労
働
者
党
（
Ｐ

Ｔ
）
な
ど
で
、
党
内
の
意
見

対
立
が
起
き
始
め
て
い
る
。

ル
イ
ス
・
メ
ロ
ディ
ア
死
去

代
表
作「
ペ
ロ
ー
ラ・
ネ
グ
ラ
」

前
代
未
聞
、違
約
金
２
２
２
億
ユ
ー
ロ

Ｐ Ｓ Ｄ Ｂ

タ
ッ
ソ
氏
、党
首
代
行
を
継
続

（２）２０１７年 第４８１１号 ８月 ５日 （土曜日）

米
州
機
構
も
選
挙
委
を
批
判

５
日
に
メ
ル
コ
ス
ル
外
相
会
議

ベネズエラ問題

高
裁
の
小
法
廷

で
審
理
を
受
け

る
こ
と
に
な
っ

て
い
る
。

　

Ｐ
Ｓ
Ｄ
Ｂ
は

現
在
、
連
立
政

権
に
止
ま
り
続

け
る
か
否
か
で

揺
れ
て
い
る
。

２
日
の
下
院
で

の
投
票
で
も
、

２
２
人
が
告
発

却
下
、
２
１
人

が
告
発
受
け
入

れ
と
ま
っ
二
つ

ＰＳＧへの移籍が正式決定したネイマール（右）
（C.Gavelle / PSG）



　

１
８
９
５
（
明め

い

治じ

２
８
）
年ね

ん

、
日に

っ

清し
ん

戦せ
ん

争そ
う

が
終お

わ
り
、
下

し
も
の

関せ
き

条じ
ょ
う

約や
く

が
結む

す

ば
れ
た
途と

端た
ん

に
三さ

ん

国ご
く

干か
ん

渉し
ょ
うが
起お

こ
っ
た
。
東と

う

京
き
ょ
う

書し
ょ

籍せ
き

版ば
ん

（
以い

後ご

、
東と

う

書し
ょ

版ば
ん

）
中

ち
ゅ
う

学が
く

歴れ
き

史し

教き
ょ
う

科か

書し
ょ

は
、
こ
う

記き

述じ
ゅ
つす
る
。

　
下

し
も
の

関せ
き

条じ
ょ
う

約や
く

が
結む

す

ば
れ
た
直

ち
ょ
く

後ご

に
、
ロ
シ
ア
は
ド
イ
ツ
や
フ
ラ

ン
ス
と
と
も
に
、
日に

本ほ
ん

が
獲か

く

得と
く

し
た
遼

り
ょ
う

東と
う

半は
ん

島と
う

を
清し

ん

に
返へ

ん

還か
ん

す
る
よ
う
勧か

ん

告こ
く

し
て
き
ま
し
た
（
三さ

ん

国ご
く

干か
ん

渉し
ょ
う）。
対た

い

抗こ
う

で
き
る

力ち
か
らの
な
か
っ
た
日に

本ほ
ん

は
こ
れ
を
受う

け
入い

れ
ま
し
た
。［
１
，　
ｐ

１
７
６
］

　

そ
の
後ご

、
列れ

っ

強き
ょ
うは
清し

ん

の
弱

じ
ゃ
く

体た
い

化か

を
見み

透す

か
し
て
利り

権け
ん

を
奪う

ば
っ

て
い
く
。

　

な
か
で
も
満ま

ん

州し
ゅ
う（
中

ち
ゅ
う

国ご
く

東と
う

北ほ
く

部ぶ

）
へ
の
進し

ん

出し
ゅ
つを
ね
ら
う
ロ
シ

ア
は
、　

日に

本ほ
ん

が
返へ

ん

還か
ん

し
た
遼

り
ょ
う

東と
う

半は
ん

島と
う

の
旅り

ょ

順じ
ゅ
んと
大だ

い

連れ
ん

と
を
租そ

借し
ゃ
くし
ま
し
た
。［
１
，　
ｐ
１
７
７
］

　

日に
っ

清し
ん

戦せ
ん

争そ
う

に
よ
う
や
く
勝か

っ
て
手て

に
入い

れ
た
遼

り
ょ
う

東と
う

半は
ん

島と
う

を

三さ
ん

国ご
く

干か
ん

渉し
ょ
うで
返へ

ん

還か
ん

さ
せ
ら
れ
、
そ
の
後ご

、
す
ぐ
に
ロ
シ
ア
に
横よ

こ

取ど

り
さ
れ
た
の
で
あ
る
。

　
こ
の
部ぶ

分ぶ
ん

に
つ
い
て
、
育い

く

鵬ほ
う

社し
ゃ

版ば
ん

は
こ
う
記き

述じ
ゅ
つし
て
い
る
。

　
日に

っ

清し
ん

戦せ
ん

争そ
う

に
勝か

ち
、下

し
も
の

関せ
き

条じ
ょ
う

約や
く

を
結む

す

ん
だ
我わ

が
国く

に

に
対た

い

し
、

日に
ち

露ろ

戦せ
ん

争そ
う

　
～
怪か

い

雲う
ん

空そ
ら

に
は
び
こ
り
つ

２０１７年
ねん

７月
がつ

１日
たち

版
ばん

満ま
ん

州し
ゅ
うに
勢せ

い

力り
ょ
くを
伸の

ば
そ
う
と
す
る
ロ
シ
ア
は
、
ド
イ
ツ
と
フ
ラ

ン
ス
を
誘さ

そ

い
、
遼

り
ょ
う

東と
う

半は
ん

島と
う

を
返へ

ん

還か
ん

す
る
よ
う
圧あ

つ

力り
ょ
くを
加く

わ

え
ま

し
た
（
三さ

ん

国ご
く

干か
ん

渉し
ょ
う）。
三さ

ん

国ご
く

に
対た

い

抗こ
う

す
る
力ち

か
らを
も
た
な
い
我わ

が

国く
に

は
従し

た
がわ
ざ
る
を
え
ま
せ
ん
で
し
た
。

　
や
が
て
、
ロ
シ
ア
は
遼

り
ょ
う

東と
う

半は
ん

島と
う

を
、
ド
イ
ツ
は
膠こ

う

州し
ゅ
う

湾わ
ん

を
、

イ
ギ
リ
ス
は
九

き
ゅ
う

龍り
ゅ
う

半は
ん

島と
う

・
威い

海か
い

衛え
い

を
、
フ
ラ
ン
ス
は
広こ

う

州し
ゅ
う

湾わ
ん

を
、
そ
れ
ぞ
れ
支し

配は
い

下か

に
置お

き
ま
し
た
。
わ
が
国く

に

は
「
臥が

薪し
ん

嘗し
ょ
う

胆た
ん

」
を
合あ

い

言こ
と

葉ば

に
、
国こ

く

民み
ん

が
一い

っ

体た
い

と
な
っ
て
ロ
シ
ア
に
対た

い

抗こ
う

で
き
る
力ち

か
らを
備そ

な

え
よ
う
と
し
ま
し
た
。［
２
，　
ｐ
１
９
０
］

　

三さ
ん

国ご
く

干か
ん

渉し
ょ
うに
つ
い
て
、
東と

う

書し
ょ

版ば
ん

は
「
勧か

ん

告こ
く

」、
育い

く

鵬ほ
う

社し
ゃ

版ば
ん

は

「
圧あ

つ

力り
ょ
く」
と
表

ひ
ょ
う

現げ
ん

し
て
い
る
。
従し

た
が
わ
ね
ば
戦せ

ん

争そ
う

を
仕し

掛か

け
る

と
い
う
要よ

う

求き
ゅ
うは
「
圧あ

つ

力り
ょ
く」
で
あ
っ
て
、「
勧か

ん

告こ
く

」
と
は
言い

わ
な
い
。

「
圧あ

つ

力り
ょ
く」
だ
か
ら
こ
そ
「
対た

い

抗こ
う

で
き
る
力ち

か
らの
な
か
っ
た
日に

本ほ
ん

は

こ
れ
を
受う

け
入い

れ
ま
し
た
」
と
つ
な
が
る
の
だ
。

　

さ
ら
に
異こ

と

な
る
の
が
東と

う

書し
ょ

版ば
ん

の
「
対た

い

抗こ
う

心し
ん

」
に
対た

い

す
る
育い

く

鵬ほ
う

社し
ゃ

版ば
ん

の
「
臥が

薪し
ん

嘗し
ょ
う

胆た
ん

」
で
あ
る
。
臥が

薪し
ん

嘗し
ょ
う

胆た
ん

と
は
、
屈く

つ

辱じ
ょ
くを
忘わ

す

れ
な
い
た
め
に
薪ま

き

の
上う

え

で
寝ね

て
、
苦に

が

い
肝き

も

を
舐な

め
て
い

た
と
い
う
シ
ナ
の
故こ

事じ

成せ
い

語ご

で
、
当と

う

時じ

の
国こ

く

民み
ん

は
こ
の
言こ

と

葉ば

に

よ
っ
て
、
ロ
シ
ア
の
横お

う

暴ぼ
う

に
従し

た
が
わ
ざ
る
を
得え

な
か
っ
た
憤ふ

ん

激げ
き

を

表ひ
ょ
う

現げ
ん

し
た
。
当と

う

時じ

の
言こ

と

葉ば

か
ら
先せ

ん

人じ
ん

の
心こ

こ
ろに
思お

も

い
を
馳は

せ
る

の
も
歴れ

き

史し

教き
ょ
う

育い
く

の
基き

本ほ
ん

だ
ろ
う
。

　

東と
う

書し
ょ

版ば
ん

は
「
対た

い

抗こ
う

心し
ん

」
と
い
う
言こ

と

葉ば

を
使つ

か

う
が
、
こ
れ
で

は
シ
ナ
へ
の
侵し

ん

略り
ゃ
く

競き
ょ
う

争そ
う

で
後お

く

れ
を
と
っ
た
事こ

と

に
負ま

け
じ
と
対た

い

抗こ
う

す
る
よ
う
で
、
当と

う

時じ

の
国こ

く

民み
ん

の
思お

も

い
と
は
違ち

が

う
。
三さ

ん

国ご
く

干か
ん

渉し
ょ
うは
ロ
シ
ア
の
露ろ

骨こ
つ

な
帝て

い

国こ
く

主し
ゅ

義ぎ

的て
き

ふ
る
ま
い
が
日に

本ほ
ん

国こ
く

民み
ん

を

憤ふ
ん

激げ
き

さ
せ
た
事じ

件け
ん

で
あ
り
、
こ
こ
を
正せ

い

確か
く

に
理り

解か
い

し
て
お
か
な

い
と
日に

ち

露ろ

戦せ
ん

争そ
う

が
な
ぜ
起お

こ
っ
た
の
か
も
分わ

か
ら
な
く
な
る
。

３
．「
満ま

ん

州し
ゅ
う

と
と
な
り
合あ

う

         

韓か
ん

国こ
く

を
勢せ

い

力り
ょ
く

範は
ん

囲い

と
し
て

         

確か
く

保ほ

し
た
い
日に

本ほ
ん

」

　

続つ
づ

い
て
、
１
８
９
９
（
明め

い

治じ

３
２
）
年ね

ん

に
義ぎ

和わ

団だ
ん

事じ

件け
ん

が

起お

こ
り
、
我わ

が
国く

に

も
含ふ

く

め
、
欧お

う

米べ
い

列れ
っ

強き
ょ
うが
北ぺ

京き
ん

の
各か

く

公こ
う

使し

館か
ん

を
守ま

も

る
た
め
に
共

き
ょ
う

同ど
う

出し
ゅ
っ

兵ぺ
い

を
行

お
こ
な
っ
た
。東と

う

書し
ょ

版ば
ん

は
、こ
う
書か

く
。

　
・
・
・
列れ

っ

強き
ょ
うは
連れ

ん

合ご
う

軍ぐ
ん

を
結け

っ

成せ
い

し
、
日に

本ほ
ん

も
そ
の
一い

ち

員い
ん

と

し
て
義ぎ

和わ

団だ
ん

を
鎮ち

ん

圧あ
つ

し
ま
し
た
。

　
一い

っ

方ぽ
う

、
ロ
シ
ア
は
満ま

ん

州し
ゅ
うに
出

し
ゅ
っ

兵ぺ
い

し
、
事じ

件け
ん

の
後あ

と

も
大た

い

軍ぐ
ん

を
満ま

ん

州し
ゅ
うに
と
ど
め
ま
し
た
。
満ま

ん

州し
ゅ
うと
と
な
り
合あ

う
韓か

ん

国こ
く

を
勢せ

い

力り
ょ
く

範は
ん

囲い

と
し
て
確か

く

保ほ

し
た
い
日に

本ほ
ん

と
、
清し

ん

で
の
利り

権け
ん

の
確か

く

保ほ

に
日に

本ほ
ん

の
軍ぐ

ん

事じ

力り
ょ
くを
利り

用よ
う

し
た
い
イ
ギ
リ
ス
は
、
１
９
０
２
年ね

ん

に

日に
ち

英え
い

同ど
う

盟め
い

を
結む

す

び
、
ロ
シ
ア
に
対た

い

抗こ
う

し
ま
し
た
。［
１
，　
ｐ

１
７
８
］

　
ロ
シ
ア
は
満ま

ん

州し
ゅ
う

出し
ゅ
っ

兵ぺ
い

に
際さ

い

し
「
黒こ

く

竜り
ゅ
う

江こ
う

上じ
ょ
うの
悲ひ

劇げ
き

」
を

起お

こ
し
て
当と

う

時じ

の
日に

本ほ
ん

人じ
ん

に
衝

し
ょ
う

撃げ
き

を
与あ

た

え
た
。
ロ
シ
ア
と
満ま

ん

洲し
ゅ
うの
国こ

っ

境き
ょ
うを
な
す
黒こ

く

竜り
ゅ
う

江こ
う

（
ア
ム
ー
ル
川が

わ

）
の
東と

う

岸が
ん

６
４
カ

村そ
ん

は
清し

ん

国こ
く

領り
ょ
うだ
っ
た
が
、
１
９
０
０
（
明め

い

治じ

３
３
）
年ね

ん

７
月が

つ

、

ロ
シ
ア
軍ぐ

ん

は
約や

く

５
、６
千せ

ん

人に
ん

と
言い

わ
れ
る
清し

ん

国く
に

民み
ん

間か
ん

人じ
ん

を
虐

ぎ
ゃ
く

殺さ
つ

し
、
死し

体た
い

を
黒こ

く

竜り
ゅ
う

江こ
う

に
投な

げ
捨す

て
た
の
で
あ
る
。［
３
，　
ｐ

９
１
］

　
こ
の
事じ

件け
ん

は
旧

き
ゅ
う

制せ
い

第だ
い

一い
ち

高こ
う

等と
う

学が
っ

校こ
う

の
寮

り
ょ
う

歌か　
『
ア
ム
ー
ル
川が

わ

の
流

り
ゅ
う

血け
つ

や
』
に
謳う

た

わ
れ
た
。「
二に

十じ
ゅ
う

世せ
い

紀き

の
東と

う

洋よ
う

は　

怪か
い

雲う
ん

空そ
ら

に
は
び
こ
り
つ
」
の
歌か

詞し

は
多お

お

く
の
日に

本ほ
ん

人じ
ん

の
実じ

っ

感か
ん

で
あ
っ

た
ろ
う
。

　

同お
な

じ
部ぶ

分ぶ
ん

を
育い

く

鵬ほ
う

社し
ゃ

版ば
ん

で
は
、
こ
う
説せ

つ

明め
い

し
て
い
る
。

　
・
・
・
そ
の
後ご

、
各か

っ

国こ
く

の
軍ぐ

ん

隊た
い

は
撤て

っ

退た
い

し
ま
し
た
が
、
ロ

シ
ア
は
こ
れ
を
機き

に
満ま

ん

州し
ゅ
うに
大た

い

軍ぐ
ん

を
送お

く

り
込こ

ん
で
占せ

ん

領り
ょ
うし
ま

し
た
。

　
我わ

が
国く

に

は
、
い
ず
れ
ロ
シ
ア
と
の
衝

し
ょ
う

突と
つ

は
さ
け
ら
れ
な
い
と

の
判は

ん

断だ
ん

か
ら
、
１
９
０
２
（
明め

い

治じ

３
５
）
年と

し

、
日に

ち

英え
い

同ど
う

盟め
い

を

結む
す

び
ま
し
た
。

　

日に
ち

英え
い

同ど
う

盟め
い

が
対た

い

露ろ

同ど
う

盟め
い

で
あ
る
と
す
る
点て

ん

は
両

り
ょ
う

教き
ょ
う

科か

書し
ょ

で

共き
ょ
う

通つ
う

し
て
い
る
が
、
日に

本ほ
ん

側が
わ

の
動ど

う

機き

は
、
東と

う

書し
ょ

版ば
ん

の
言い

う
よ

う
に
「
満ま

ん

州し
ゅ
うと
と
な
り
合あ

う
韓か

ん

国こ
く

を
勢せ

い

力り
ょ
く

範は
ん

囲い

と
し
て
確か

く

保ほ

し
た
い
」
と
い
う
事こ

と

だ
っ
た
の
だ
ろ
う
か
？

　

韓か
ん

国こ
く

で
は
三さ

ん

国ご
く

干か
ん

渉し
ょ
うの
後あ

と

、
ロ
シ
ア
に
屈く

つ

し
た
日に

本ほ
ん

を
侮

あ
な
ど
っ

て
、
朝

ち
ょ
う

鮮せ
ん

宮き
ゅ
う

廷て
い

内な
い

で
親し

ん

露ろ

派は

が
台た

い

頭と
う

し
た
［
４
］。
そ
の
中

ち
ゅ
う

１
．「
三さ

ん

国ご
く

干か
ん

渉し
ょ
う
の
後あ

と

、

         

日に

本ほ
ん

国こ
く

民み
ん

の
間あ

い
だ
に
は
ロ
シ
ア

         

へ
の
対た

い

抗こ
う

心し
ん

が
高た

か

ま
り
」

心し
ん

が
朝

ち
ょ
う

鮮せ
ん

王お
う

妃ひ

・
閔び

ん

妃ひ

で
あ
っ
た
。

　

日に

本ほ
ん

は
日に

っ

清し
ん

講こ
う

和わ

条じ
ょ
う

約や
く

調ち
ょ
う

印い
ん

後ご

の
明め

い

治じ

２
８

（
１
８
９
５
）
年ね

ん

６
月が

つ

４
日か

の
閣か

く

議ぎ

で
、
将

し
ょ
う

来ら
い

の
朝

ち
ょ
う

鮮せ
ん

政せ
い

策さ
く

と
し
て
は
、「
な
る
べ
く
干か

ん

渉し
ょ
うを
止や

め
て
自じ

立り
つ

さ
せ
る
」
と
い

う
決け

っ

定て
い

を
し
た
。
こ
れ
を
閔び

ん

妃ひ

は
「
日に

本ほ
ん

は
ロ
シ
ア
を
恐お

そ

れ
て

い
る
」
と
解か

い

釈し
ゃ
くし
、
ロ
シ
ア
も
ま
た
閔び

ん

妃ひ

に
近ち

か

づ
い
た
。

　
こ
の
状

じ
ょ
う

況き
ょ
うに
焦あ

せ

り
を
い
だ
い
た
日に

本ほ
ん

公こ
う

使し

三み

浦う
ら

梧ご

楼ろ
う

が
主し

ゅ

導ど
う

し
て
ク
ー
デ
タ
ー
を
謀は

か

っ
た
と
さ
れ
、
そ
の
年と

し

の
１
０
月が

つ

、

日に

本ほ
ん

軍ぐ
ん

守し
ゅ

備び

隊た
い

や
朝

ち
ょ
う

鮮せ
ん

親し
ん

衛え
い

隊た
い

な
ど
が
宮

き
ゅ
う

中ち
ゅ
うに
乱ら

ん

入に
ゅ
うし
、
そ

の
混こ

ん

乱ら
ん

の
中な

か

で
閔び

ん

妃ひ

が
殺さ

つ

害が
い

さ
れ
た
。
実じ

っ

行こ
う

犯は
ん

は
日に

本ほ
ん

人じ
ん

か
、

朝ち
ょ
う

鮮せ
ん

人じ
ん

か
で
諸し

ょ

説せ
つ

が
あ
る
。

　

し
か
し
、
こ
の
後あ

と

、
ロ
シ
ア
側が

わ

も
反は

ん

撃げ
き

に
出で

て
、
ロ
シ
ア
公こ

う

使し

ウ
ェ
ー
バ
ー
は
ロ
シ
ア
水す

い

兵へ
い

を
連つ

れ
て
皇こ

う

帝て
い

を
奪う

ば

い
、
ロ
シ

ア
公こ

う

使し

館か
ん

に
移う

つ

し
た
。
さ
ら
に
独ど

く

立り
つ

派は

・
親し

ん

日に
ち

派は

の
政せ

い

治じ

家か

は
惨ざ

ん

殺さ
つ

さ
れ
、日に

本ほ
ん

人じ
ん

も
三さ

ん

十じ
ゅ
う

人に
ん

以い

上じ
ょ
う

殺さ
つ

害が
い

さ
れ
た
。［
４
，　

ｐ
１
３
９
］

　

閔び
ん

妃ひ

事じ

件け
ん

が
国こ

く

際さ
い

問も
ん

題だ
い

に
発は

っ

展て
ん

し
な
か
っ
た
の
は
、
朝

ち
ょ
う

鮮せ
ん

で

は
こ
う
し
た
事じ

件け
ん

が
し
ば
し
ば
起お

き
て
お
り
、日に

ち

露ろ

と
も「
ど
っ

ち
も
ど
っ
ち
」
と
見み

ら
れ
た
か
ら
で
は
な
い
か
、
と
渡わ

た

部べ

氏し

は

指し

摘て
き

し
て
い
る
。

　
こ
う
し
て
ロ
シ
ア
は
朝

ち
ょ
う

鮮せ
ん

を
保ほ

護ご

国こ
く

同ど
う

然ぜ
ん

と
し
て
し
ま
い
、

１
９
０
３
（
明め

い

治じ

３
６
）
年ね

ん

、
半は

ん

島と
う

西に
し

側が
わ

、
鴨お

う

緑り
ょ
く

江こ
う

河か

口こ
う

の
龍

り
ゅ
う

岩が
ん

浦ぽ

を
手し

ゅ

中ち
ゅ
うと
し
て
要よ

う

塞さ
い

化か

し
、
ポ
ー
ト
・
ニ
コ
ラ
ス

と
し
た
。
こ
の
港み

な
と
は
黄こ

う

海か
い

に
出で

る
要よ

う

衝し
ょ
うで
あ
り
、
旅り

ょ

順じ
ゅ
ん

港こ
う

と

併あ
わ

せ
て
ロ
シ
ア
は
黄こ

う

海か
い

の
制せ

い

海か
い

権け
ん

を
手て

に
入は

い

れ
た
こ
と
に
な
る
。

こ
の
時と

き

、
ロ
シ
ア
極

き
ょ
く

東と
う

海か
い

軍ぐ
ん

の
総そ

う

排は
い

水す
い

量り
ょ
うは
す
で
に
約や

く

２
０
万ま

ん

ト
ン
、
日に

本ほ
ん

連れ
ん

合ご
う

艦か
ん

隊た
い

の
約や

く

２
６
万ま

ん

ト
ン
に
匹ひ

っ

敵て
き

し
て
い
た
。

　
ソ
ウ
ル
、
平

ぴ
ょ
ん

壌や
ん

、
さ
ら
に
満ま

ん

州し
ゅ
うの
大だ

い

連れ
ん

、
シ
ナ
の
天て

ん

津し
ん

は
黄こ

う

海か
い

に
面め

ん

し
て
お
り
、
黄こ

う

海か
い

の
制せ

い

海か
い

権け
ん

を
握に

ぎ

る
こ
と
は
、
朝

ち
ょ
う

鮮せ
ん

半は
ん

島と
う

か
ら
満ま

ん

洲し
ゅ
う、
シ
ナ
北ほ

く

部ぶ

へ
の
海か

い

上じ
ょ
う

交こ
う

通つ
う

を
抑お

さ

え
た
こ
と

に
な
る
。

　

日に

本ほ
ん

は
こ
う
し
た
動う

ご

き
に
対た

い

し
て
、
絶た

え
ず
抗こ

う

議ぎ

を
申も

う

し

入い

れ
て
い
た
が
、
ロ
シ
ア
は
相あ

い

手て

に
も
し
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。

　
こ
の
よ
う
な
ロ
シ
ア
の
進し

ん

出し
ゅ
つに
対た

い

抗こ
う

す
る
た
め
に
日に

本ほ
ん

は
イ

ギ
リ
ス
と
の
同ど

う

盟め
い

を
結む

す

ん
だ
の
だ
が
、
そ
の
世せ

界か
い

史し

的て
き

意い

義ぎ

を
渡わ

た

部べ

氏し

は
指し

摘て
き

し
て
い
る
。

　
こ
の
同ど

う

盟め
い

の
持も

つ
意い

味み

は
ま
こ
と
に
大お

お

き
か
っ
た
わ
け
だ

が
、
英え

い

国こ
く

が
日に

本ほ
ん

と
同ど

う

盟め
い

を
結む

す

ん
だ
と
い
う
ニ
ュ
ー
ス
を
聞き

い

て
、当と

う

時じ

の
国こ

く

際さ
い

社し
ゃ

会か
い

は
文も

字じ

ど
お
り
仰

ぎ
ょ
う

天て
ん

し
た
。な
ぜ
な
ら
、

世せ

界か
い

に
冠か

ん

た
る
海か

い

軍ぐ
ん

を
誇ほ

こ

る
大だ

い

英え
い

帝て
い

国こ
く

が
、
有ゆ

う

色し
ょ
く

人じ
ん

種し
ゅ

の
小

し
ょ
う

国こ
く

・
日に

本ほ
ん

と
同ど

う

盟め
い

を
結む

す

ぶ
と
い
う
の
は
、
当と

う

時じ

の
常

じ
ょ
う

識し
き

で
は

考か
ん
がえ
ら
れ
な
い
こ
と
で
あ
っ
た
か
ら
だ
。

　
そ
も
そ
も
当と

う

時じ

の
大だ

い

英え
い

帝て
い

国こ
く

は
光こ

う

栄え
い

あ
る
孤こ

立り
つ

（
Ｓ
ｐ
ｌ

ｅ
ｎ
ｄ
ｉ
ｄ　
Ｉ
ｓ
ｏ
ｌ
ａ
ｔ
ｉ
ｏ
ｎ
）
を
誇ほ

こ

り
に
し
て
い

て
、ヨ
ー
ロ
ッ
パ
に
お
い
て
す
ら
他た

国こ
く

と
同ど

う

盟め
い

を
結む

す

ば
な
か
っ
た
。

［
４
，　
ｐ
１
４
７
］

　

日に
ち

英え
い

同ど
う

盟め
い

が
成せ

い

立り
つ

し
た
の
は
、
義ぎ

和わ

団だ
ん

事じ

件け
ん

で
の
柴し

ば

五ご

郎ろ
う

中ち
ゅ
う

佐さ

率ひ
き

い
る
日に

本ほ
ん

将し
ょ
う

兵へ
い

と
義ぎ

勇ゆ
う

兵へ
い

の
奮ふ

ん

戦せ
ん

に
感か

ん

銘め
い

を
受う

け
た

イ
ギ
リ
ス
公こ

う

使し

ク
ロ
ー
ド
・
マ
ク
ド
ナ
ル
ド
が
、
日に

本ほ
ん

に
対た

い

し

　※これを読
よ

めば自
し

然
ぜん

に、日
に

本
ほん

の文
ぶん

化
か

や歴
れき

史
し

に関
かん

心
しん

がもてるような話
はなし

を毎
まいしゅう

週
掲

けいさい

載しています。より多
おお

くの二
に

世
せい

の方
かた

や日
に

本
ほん

語
ご

学
がくしゅう

習者
しゃ

に読
よ

んでもらい、少
すこ

し
でも日

に

本
ほん

に興
きょう

味
み

を持
も

ってもらえるよう、
最
も

寄
よ

りの日
に

本
ほん

語
ご

学
がっこう

校や日
にっ

系
けい

団
だん

体
たい

の掲
けい

示
じ

板
ばん

に張
は

ったり、普
ふ

段
だん

は邦
ほう

字
じ

紙
し

を読
よ

んで
いない兄

きょうだい

弟や子
こ

や孫
まご

などに記
きじ

事を紹
しょうかい

介
してください。

（ニッケイ新
しんぶん

聞編
へんしゅう

集部
ぶ

）

２
．「
対た

い

抗こ
う

心し
ん

」
か
、

　
　
「
臥が

薪し
ん

嘗し
ょ
う

胆た
ん

」
か

て
日に

ち

英え
い

同ど
う

盟め
い

を
提て

い

案あ
ん

し
、
イ
ギ
リ
ス
政せ

い

府ふ

内な
い

で
も
後あ

と

押お

し
し

た
か
ら
で
あ
る
。
軍ぐ

ん

事じ

同ど
う

盟め
い

と
は
単た

ん

に
利り

害が
い

の
一い

っ

致ち

だ
け
で
は

な
く
、
互た

が

い
に
対た

い

す
る
信し

ん

頼ら
い

が
大だ

い

事じ

だ
と
い
う
こ
と
を
、
こ
の

史し

実じ
つ

は
示し

め

し
て
い
る
。

　

し
か
し
、
日に

ち

英え
い

同ど
う

盟め
い

だ
け
で
、
ロ
シ
ア
の
南な

ん

下か

を
食く

い
止と

め

ら
れ
る
わ
け
で
は
な
い
。三さ

ん

国ご
く

干か
ん

渉し
ょ
う

以い

来ら
い

、日に

本ほ
ん

国こ
く

内な
い

で
は「
ロ

シ
ア
討う

つ
べ
し
」
と
い
う
世せ

論ろ
ん

が
強つ

よ

ま
っ
て
い
た
が
、
日に

っ

本ぽ
ん

政せ
い

府ふ

は
軽け

い

挙き
ょ

妄も
う

動ど
う

し
な
か
っ
た
。

　
な
ぜ
な
ら
、
当と

う

時じ

の
ロ
シ
ア
と
い
え
ば
、
世せ

界か
い

最さ
い

強き
ょ
うの
陸り

く

軍ぐ
ん

国こ
く

で
あ
り
、
海か

い

軍ぐ
ん

も
イ
ギ
リ
ス
に
次つ

ぐ
ほ
ど
巨き

ょ

大だ
い

で
あ
っ
た
か

ら
だ
。
な
に
し
ろ
ロ
シ
ア
の
コ
サ
ッ
ク
騎き

兵へ
い

は
、
あ
の
ナ
ポ
レ

オ
ン
で
す
ら
裸

は
だ
か

同ど
う

然ぜ
ん

で
追お

い
返か

え

し
た
ほ
ど
の
精せ

い

強き
ょ
うで
恐お

そ

ろ
し
ぃ

実じ
つ

力り
ょ
くの
持も

ち
主ぬ

し

で
あ
っ
た
。［
４
，　
ｐ
１
４
２
］

　

日に

本ほ
ん

陸り
く

軍ぐ
ん

が
手て

本ほ
ん

と
し
た
ド
イ
ツ
陸り

く

軍ぐ
ん

は
デ
ン
マ
ー
ク
、

オ
ー
ス
ト
リ
ア
、
フ
ラ
ン
ス
を
短た

ん

期き

間か
ん

で
打う

ち
破や

ぶ

る
無む

敵て
き

ぶ
り

を
発は

っ

揮き

し
た
が
、
そ
の
ド
イ
ツ
で
す
ら
ロ
シ
ア
と
は
戦た

た
か
わ
な
い

事こ
と

を
基き

本ほ
ん

方ほ
う

針し
ん

と
し
て
い
た
。
勝か

ち
目め

は
な
い
と
判は

ん

断だ
ん

し
て
い

た
か
ら
で
あ
る
。

　

日に
ち

英え
い

同ど
う

盟め
い

を
結む

す

ん
だ
と
し
て
も
、
日に

ち

露ろ

の
単た

ん

独ど
く

対た
い

戦せ
ん

で
あ

れ
ば
、
イ
ギ
リ
ス
は
好こ

う

意い

的て
き

中ち
ゅ
う

立り
つ

を
保た

も

つ
の
み
で
、
一い

っ

緒し
ょ

に

戦た
た
か
っ
て
く
れ
る
わ
け
で
は
な
い
。
ま
し
て
や
満ま

ん

州し
ゅ
うで
の
陸り

く

戦せ
ん

と

も
な
れ
ば
、
世せ

界か
い

一い
ちの
陸り

く

軍ぐ
ん

国こ
く

と
一い

っ

対た
い

一い
ちの
決け

っ

戦せ
ん

を
強し

い
ら
れ

る
。
欲よ

く

得と
く

尽ず

く
だ
っ
た
ら
、
ロ
シ
ア
に
戦せ

ん

争そ
う

を
仕し

掛か

け
ら
れ
る

は
ず
も
な
い
。

　

し
か
し
、
こ
の
ま
ま
ロ
シ
ア
の
南な

ん

下か

を
傍ぼ

う

観か
ん

し
て
い
れ
ば
、

い
ず
れ
朝

ち
ょ
う

鮮せ
ん

半は
ん

島と
う

も
ロ
シ
ア
の
も
の
と
な
り
、
日に

本ほ
ん

の
連れ

ん

合ご
う

艦か
ん

隊た
い

に
匹ひ

っ

敵て
き

す
る
ロ
シ
ア
極

き
ょ
く

東と
う

艦か
ん

隊た
い

が
目め

と
鼻は

な

の
先さ

き

に
本ほ

ん

拠き
ょ

地ち

を

構か
ま

え
る
こ
と
と
な
る
。
こ
の
脅

き
ょ
う

威い

は
、
た
と
え
ば
現げ

ん

代だ
い

に
お
い

て
シ
ナ
が
韓か

ん

国こ
く

も
勢せ

い

力り
ょ
く

圏け
ん

に
お
い
て
、
海か

い

軍ぐ
ん

や
核か

く

ミ
サ
イ
ル

を
配は

い

備び

し
た
と
考か

ん
が
え
れ
ば
想そ

う

像ぞ
う

で
き
よ
う
。

　

坐ざ

し
て
死し

を
待ま

つ
よ
り
も
乾け

ん

坤こ
ん

一い
っ

擲て
き

の
戦た

た
かい
に
賭か

け
よ
う
と

し
た
明め

い

治じ

政せ
い

府ふ

の
決け

つ

断だ
ん

に
思お

も

い
を
い
た
す
べ
き
だ
。
開か

い

戦せ
ん

の
決け

っ

定て
い

に
際さ

い

し
て
、
明め

い

治じ

天て
ん

皇の
う

は
次つ

ぎ

の
よ
う
に
語か

た

ら
れ
た
。

　
事こ

と

万ま
ん

一い
ち

蹉さ

跌て
つ

を
生し

ょ
う
ぜ
ば
、
朕ち

ん

何な
に

を
も
っ
て
か
祖そ

宗し
ゅ
うに
謝し

ゃ

し
、

臣し
ん

民み
ん

に
対た

い

す
る
を
得え

ん
と
、
忽た

ち
まち
涙

な
み
だ

潸さ
ん

潸さ
ん

と
し
て
下く

だ

る
。

（
万ま

ん

一い
ち、
失し

っ

敗ぱ
い

す
る
よ
う
な
事こ

と

が
あ
れ
ば
、
朕ち

ん

は
ど
う
し
て
歴れ

き

代だ
い

天て
ん

皇の
う

方か
た

に
お
詫わ

び
申も

う

し
上あ

げ
、
民た

み

に
対た

い

面め
ん

す
る
事こ

と

が
で
き

よ
う
か
、
と
、
さ
め
ざ
め
と
涙な

み
だを
流な

が

さ
れ
た
。）

　
「
満ま

ん

州し
ゅ
うと
と
な
り
合あ

う
韓か

ん

国こ
く

を
勢せ

い

力り
ょ
く

範は
ん

囲い

と
し
て
確か

く

保ほ

し

た
い
日に

本ほ
ん

」
と
い
う
の
は
ま
こ
と
に
巧こ

う

妙み
ょ
うな
表

ひ
ょ
う

現げ
ん

で
、「
安あ

ん

全ぜ
ん

と
独ど

く

立り
つ

の
た
め
に
韓か

ん

国こ
く

を
勢せ

い

力り
ょ
く

範は
ん

囲い

に
お
き
た
い
」
と
い
う

意い

味み

で
は
間ま

違ち
が

い
で
は
な
い
が
、
そ
う
い
う
事じ

情じ
ょ
うを
知し

ら
さ
れ

な
い
中

ち
ゅ
う

学が
く

生せ
い

た
ち
は
、「
帝て

い

国こ
く

主し
ゅ

義ぎ

国こ
っ

家か

・
日に

本ほ
ん

が
韓か

ん

国こ
く

を

搾さ
く

取し
ゅ

す
る
た
め
に
勢せ

い

力り
ょ
く

範は
ん

囲い

と
し
た
い
」
と
読よ

ん
で
し
ま
う

　

三さ
ん

国ご
く

干か
ん

渉し
ょ
うで
遼り

ょ
う

東と
う

半は
ん

島と
う

を
横よ

こ

取ど

り
し
、「
黒こ

く

竜り
ゅ
う

江こ
う

上じ
ょ
うの
悲ひ

劇げ
き

」
で

数す
う

千せ
ん

の
清し

ん

国こ
く

人じ
ん

を
虐ぎ

ゃ
く

殺さ
つ

し
た
ロ
シ
ア
が
朝ち

ょ
う

鮮せ
ん

半は
ん

島と
う

を
窺う

か
が

っ
て
い
た
。

６
．
世せ

界か
い

最さ
い

強き
ょ
う

の
陸り

く

軍ぐ
ん

国こ
く

、

　
　

第だ
い

二に

位い

の
海か

い

軍ぐ
ん

国こ
く

５
．
世せ

界か
い

を
仰ぎ

ょ
う

天て
ん

さ
せ
た

　
　

日に
ち

英え
い

同ど
う

盟め
い

７
．
明め

い

治じ

天て
ん

皇の
う

の
涙な

み
だ

だ
ろ
う
。

　

東と
う

書し
ょ

版ば
ん

は
以い

下か

の
よ
う
に
戦せ

ん

争そ
う

反は
ん

対た
い

論ろ
ん

に
も
言げ

ん

及き
ゅ
うす
る
。

　
戦せ

ん

争そ
う

の
危き

機き

が
せ
ま
る
中な

か

で
、
社し

ゃ

会か
い

主し
ゅ

義ぎ

者し
ゃ

の
幸こ

う

徳と
く

秋し
ゅ
う

水す
い

や
キ
リ
ス
ト
教

き
ょ
う

徒と

の
内う

ち

村む
ら

鑑か
ん

三ぞ
う

な
ど
は
開か

い

戦せ
ん

に
反は

ん

対た
い

し
ま
し

た
が
、
ほ
と
ん
ど
の
新し

ん

聞ぶ
ん

は
開か

い

戦せ
ん

論ろ
ん

を
主し

ゅ

張ち
ょ
うし
て
世せ

論ろ
ん

を
動う

ご

か
し
ま
し
た
。［
１
，　
ｐ
１
７
８
］

　
こ
れ
で
は
帝て

い

国こ
く

主し
ゅ

義ぎ

を
翼よ

く

賛さ
ん

す
る
新し

ん

聞ぶ
ん

が
良

り
ょ
う

心し
ん

的て
き

な
反は

ん

対た
い

論ろ
ん

を
圧あ

っ

殺さ
つ

し
た
よ
う
に
読よ

め
て
し
ま
う
が
、
ロ
シ
ア
に
よ
る
三さ

ん

国ご
く

干か
ん

渉し
ょ
うや
「
黒こ

く

竜り
ゅ
う

江こ
う

上じ
ょ
うの
悲ひ

劇げ
き

」
で
、
そ
の
侵し

ん

略り
ゃ
く

国こ
っ

家か

の

正し
ょ
う

体た
い

を
知し

っ
た
国こ

く

民み
ん

が
開か

い

戦せ
ん

論ろ
ん

を
支し

持じ

し
た
の
は
当と

う

然ぜ
ん

の
判は

ん

断だ
ん

だ
ろ
う
。

　

そ
も
そ
も
明め

い

治じ

天て
ん

皇の
う

で
さ
え
開か

い

戦せ
ん

に
は
反は

ん

対た
い

さ
れ
た
の
だ

が
、
現げ

ん

実じ
つ

に
開か

い

戦せ
ん

以い

外が
い

に
す
で
に
選せ

ん

択た
く

肢し

は
な
い
と
伊い

藤と
う

博ひ
ろ

文ぶ
み

に
説せ

っ

得と
く

さ
れ
、
し
ぶ
し
ぶ
同ど

う

意い

さ
れ
た
の
で
あ
る
。
社し

ゃ

会か
い

主し
ゅ

義ぎ

者し
ゃ

や
キ
リ
ス
ト
教

き
ょ
う

徒と

の
思し

想そ
う

的て
き

な
反は

ん

対た
い

論ろ
ん

が
あ
っ
た
の
は

史し

実じ
つ

と
し
て
も
、
彼か

れ

ら
に
戦せ

ん

争そ
う

以い

外が
い

の
手し

ゅ

段だ
ん

で
我わ

が
国く

に

の
安あ

ん

全ぜ
ん

と
独ど

く

立り
つ

を
護ま

も

る
対た

い

案あ
ん

が
あ
っ
た
と
は
思お

も

え
な
い
。

　

東と
う

書し
ょ

版ば
ん

で
は
さ
ら
に
コ
ラ
ム
欄ら

ん

で
、
与よ

謝さ

野の

晶あ
き

子こ

の
「
君き

み

死し

に
た
ま
ふ
こ
と
な
か
れ
」
を
引い

ん

用よ
う

し
、
そ
こ
に
は
「
親お

や

は
刃

や
い
ば

を
に
ぎ
ら
せ
て　

人ひ
と

を
殺こ

ろ

せ
と
を
し
へ
し
や
」
と
あ
る
。
そ
し

て
次つ

ぎ

の
よ
う
に
評ひ

ょ
うし
て
い
る
。

（３） ２０１７年第４８１１号 	 ８月	 ５日	（土曜日）

た
方ほ

う

が
自し

然ぜ
ん

だ
ろ
う
。
い
ず
れ
に
せ
よ
、
晶あ

き

子こ

を
引い

ん

用よ
う

す
る

な
ら
こ
の
両

り
ょ
う

面め
ん

を
紹

し
ょ
う

介か
い

し
な
れ
ば
公こ

う

正せ
い

さ
を
欠か

く
。

　

日に
ち

露ろ

戦せ
ん

争そ
う

は
、
国こ

っ

家か

は
自み

ず
か
ら
の
安あ

ん

全ぜ
ん

と
独ど

く

立り
つ

を
護ま

も

る
た
め

に
は
戦た

た
か
わ
ね
ば
な
ら
な
い
時と

き

が
あ
る
、
と
い
う
国こ

く

際さ
い

常じ
ょ
う

識し
き

を

理り

解か
い

す
る
た
め
の
最も

っ
と
も
分わ

か
り
や
す
い
史し

実じ
つ

な
の
だ
が
、
東と

う

書し
ょ

版ば
ん

歴れ
き

史し

教き
ょ
う

科か

書し
ょ

の
著ち

ょ

者し
ゃ

陣じ
ん

は
２
５
歳さ

い

の
晶あ

き

子こ

と
同ど

う

様よ
う

、
そ
こ

ま
で
歴れ

き

史し

を
学ま

な

ん
で
い
な
い
よ
う
な
の
だ
。

（
文ぶ

ん

責せ
き　

伊い

勢せ

雅ま
さ

臣お
み

）

■
参さ

ん

考こ
う

文ぶ
ん

献け
ん

■

１
．『
新し

ん

編ぺ
ん

新あ
た
らし
い
社し

ゃ

会か
い

歴れ
き

史し　
［
平へ

い

成せ
い

２
８
年ね

ん

度ど

採さ
い

用よ
う

］』、

東と
う

京き
ょ
う

書し
ょ

籍せ
き

、
Ｈ
２
７

（上
じょう

）

４
．
ロ
シ
ア
の
朝ち

ょ
う

鮮せ
ん

進し
ん

出し
ゅ
つ

歴
れき

史
し

教
きょう

科
か

書
しょ

読
よ

み比
くら

べ

８
．「
君き

み

死し

に
た
ま
ふ
こ
と
な
か
れ
」

・
・
・
与よ

謝さ

野の

晶あ
き

子こ

は
「
今い

ま

の
よ
う
に
死し

ぬ
こ
と
を
す
す

め
、
何な

に

事ご
と

に
も
忠

ち
ゅ
う

君く
ん

愛あ
い

国こ
く

や

教き
ょ
う

育い
く

勅ち
ょ
く

語ご

を
引い

ん

用よ
う

し
て
論ろ

ん

じ
る
こ
と
の
ほ
う
が
危き

険け
ん

で

あ
る
」
と
反は

ん

論ろ
ん

し
ま
し
た
。

［
１
，　
ｐ
１
７
８
］

　

そ
も
そ
も
開か

い

戦せ
ん

か
否い

な

か

は
、
ど
う
国こ

っ

家か

の
独ど

く

立り
つ

を
護ま

も

る
か
、と
い
う
問も

ん

題だ
い

で
あ
っ
て
、

国こ
っ

家か

が
国こ

く

民み
ん

に
「
死し

ぬ
こ
と

を
す
す
め
」
て
い
る
わ
け
で

は
な
い
。
２
５
歳さ

い

の
乙お

と

女め

が

若わ
か

気げ

の
至い

た

り
で
反は

ん

戦せ
ん

歌か

を
詠よ

ん
で
、
世せ

間け
ん

を
騒さ

わ

が
せ
た
、

と
い
う
事こ

と

だ
ろ
う
。

　

晶あ
き

子こ

は
後の

ち

の
大だ

い

東と
う

亜あ

戦せ
ん

争そ
う

に
出

し
ゅ
っ

征せ
い

す
る
四よ

ん

男な
ん

に
対た

い

し
て
は

「
水す

い

軍ぐ
ん

の
大た

い

尉い

と
な
り
て
わ

が
四し

郎ろ
う

み
軍ぐ

ん

に
ゆ
く
た
け
く

戦い
く
さへ
」
と
詠よ

ん
で
い
る
。
反は

ん

戦せ
ん

歌か

人じ
ん

と
し
て
一い

っ

貫か
ん

性せ
い

が
な

い
と
い
う
批ひ

判は
ん

よ
り
も
、
大だ

い

東と
う

亜あ

戦せ
ん

争そ
う

ま
で
の
歴れ

き

史し

を
経け

い

験け
ん

し
て
６
０
代だ

い

の
晶あ

き

子こ

は
、

国こ
っ

家か

の
独ど

く

立り
つ

の
大た

い

切せ
つ

さ
が
分わ

か
る
よ
う
に
な
っ
た
と
考か

ん
が
え

２
．
伊い

藤と
う

隆た
か
し・
川か

わ

上か
み

和か
ず

久ひ
さ

ほ
か
『
新し

ん

編ぺ
ん　

新あ
た
ら

し
い
日に

本ほ
ん

の
歴れ

き

史し

』、
育い

く

鵬ほ
う

社し
ゃ

、
Ｈ

２
８

３
．
中な

か

村む
ら

粲ゆ
た
か『
大だ

い

東と
う

亜あ

戦せ
ん

争そ
う

へ
の
道み

ち

』、
展て

ん

転て
ん

社し
ゃ

、
Ｈ

２４
．
渡わ

た

部べ

昇し
ょ
う

一い
ち
『「
日に

本ほ
ん

の

歴れ
き

史し

」
５　

明め
い

治じ

篇へ
ん　

世せ

界か
い

史し

に
躍お

ど

り
出で

た
日に

本ほ
ん

』、

Ｗ
Ａ
Ｃ　

Ｂ
Ｕ
Ｎ
Ｋ
Ｏ
、

Ｈ
２
８



12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12

1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1

1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1



Premiê 

O novo Gabinete, que 
conta com Abe e 19 mi-
nistros, foi empossado 
na tarde de quinta-feira, 
após uma cerimônia de 
certificação no Palácio 
Imperial em Tóquio.
O Gabinete anterior de 
Abe enfrentou uma sé-
rie de escândalos e que-
das nas pesquisas de 
popularidade. O premiê 
buscou alguns políticos 
veteranos para ajudar a 
transformar o governo.
O novo ministro da De-
fesa é Itsunori Onode-
ra. Ele ocupou o cargo 
por quase dois anos no 
primeiro Gabinete de 
Shinzo Abe após voltar 
ao poder, em 2012.
Abe escolheu Taro 
Kono para a pasta de 
Negócios Estrangeiros. 

Previsão do PIB do Japão é 
que haverá sexto trimestre 
consecutivo de elevação

O primeiro-ministro do Japão, Shinzo Abe, formou 
um novo Gabinete com a intenção de recuperar o 
apoio da população. O premiê também indicou uma 
nova liderança para sua legenda, o Partido Liberal 
Democrático.

Ele é um ex-presidente 
da Comissão Nacional 
de Segurança Pública.
Para o ministério do In-
terior e Telecomunica-
ções, o premiê nomeou 
Seiko Noda. Ela plane-
jou desafiar Abe na cor-
rida pela liderança do 
PLD dois anos atrás, e 
parecia estar se distan-
ciando dele.
A medida é vista como 
um esforço de Abe para 
incluir uma variedade 
maior de membros do 
partido.
Alguns ministros im-
portantes permanece-
ram em seus cargos, in-
cluindo o vice-premiê e 
ministro das Finanças 
Taro Aso, e o secretá-
rio-chefe do Gabinete, 
Yoshihide Suga.

Mais cedo na quinta-
feira, o premiê também 
reformulou a liderança 
do Partido Liberal De-
mocrático.
Abe manteve Toshihiro 
Nikai como secretário-
geral do PLD, nome-
ando Wataru Takeshita 
para a presidência do 
Conselho Geral da le-
genda.
O ex-chanceler Fumio 
Kishida, por sua vez, fi-
cou com o cargo de pre-
sidente do Conselho de 
Pesquisa de Políticas. 
Kishida mostrou in-
tenção de suceder Abe 
como premiê.
O ex-ministro da Edu-
cação Ryu Shionoya foi 
nomeado para a presi-
dência do Comitê de 
Estratégia Eleitoral.

Pesquisadores do setor 
privado estimam que a 
economia japonesa cres-
ceu no período de abril a 
junho pelo sexto trimes-
tre consecutivo.
As estimativas feitas por 

12 firmas de pesquisa 
surgem antes do anún-
cio oficial por parte do 
governo do Produto In-
terno Bruto do país, a 
ser divulgado no dia 14 
de agosto.

Grandes empresas japo-
nesas planejam aumentar 
seus investimentos de 
capital. Mais de 2 mil 
empresas de grande por-
te responderam a uma 
pesquisa conduzida pelo 
Banco de Desenvolvi-
mento do Japão.

Empresas japonesas de 
grande porte devem aumentar 
investimentos de capital

Investimentos de capital 
devem crescer em mais 
de 11% entre abril de 
2017 e março de 2018 em 
relação ao ano anterior.
Entre as fabricantes, es-
pera-se investimento 
14% maior que no ano 
passado. Elas buscam 

japonês empossa 

Previsão do PIB  02/08/2017

Aumento de investimentos 　03/08/2017

Estas notícias são produzidas pela 
NHK WORLD RÁDIO JAPÃO. 
nhk.jp/portuguese

novo GabineteAs firmas predizem um 
crescimento positivo. 
Suas cifras anualizadas 
mencionam um âmbito 
de 1,8% a 3,6% em ter-
mos ajustados no tocan-
te à inflação.

desenvolver novos ma-
teriais para automóveis e 
aeronaves.
Já no setor não manufa-
tureiro, o investimento de 
capital deve crescer mais 
de 9%.

Toyota e Mazda 
anunciam aliança

（５） ２０１７年第４８１１号 	 ８月	 ５日	（土曜日）

Novo Gabinete　03/08/2017

Montadoras japonesas 
estão adotando medidas 
para dar impulso na fa-
bricação de carros ecolo-
gicamente responsáveis.
A Toyota e a Mazda 
anunciaram a aliança de 
capital, dando enfoque 
ao desenvolvimento de 
veículos elétricos de pró-
xima geração e outras 
tecnologias.
A Toyota irá adqui-
rir cerca de 5 por cento 
das ações da Mazda por 
aproximadamente 450 

milhões de dólares, en-
quanto que a Mazda irá 
obter 0,25 por cento das 
ações da Toyota. As em-
presas vêm trabalhando 
em conjunto desde 2015 
em uma ampla gama de 
áreas, incluindo tecnolo-
gia ambiental.
A demanda por veículos 
elétricos deve crescer, à 
medida que a Europa, os 
Estados Unidos e a Chi-
na adotarem regulamen-
tos mais rigorosos para a 
emissão de gases poluen-

Automóveis 　04/08/2017

tes de automóveis.
Como as duas montado-
ras não vendem veículos 
totalmente elétricos, elas 
planejam dar enfoque 
a essa área através da 
aliança.
As duas empresas estão 
também considerando a 
construção conjunta de 
uma fábrica nos Estados 
Unidos por 1,6 bilhão 
de dólares. O plano irá 
permitir que a Mazda 
concretize uma meta de 
longa data de produzir 
carros no seu principal 
mercado, o americano.
A aliança da Toyota com 
a Mazda acontece no mo-
mento em que fabrican-
tes de automóveis travam 
uma acirrada batalha para 
ser o número um do mun-
do.
O grupo Renault-Nissan, 
junto com a Mitsubishi 
Motors, se tornou, pela 
primeira vez a montadora 
com o maior número de 
unidades vendidas no pri-
meiro semestre de 2017.

O primeiro-ministro do 
Japão, Shinzo Abe, afir-
ma que ele e o presiden-
te dos Estados Unidos, 
Donald Trump, estão 
de total acordo quanto 
à necessidade de adotar 
novas medidas para lidar 
com a ameaça de mísseis 
da Coreia do Norte.
Na segunda-feira, Abe 
falou com Trump por 
telefone por cerca de 50 
minutos. No sábado, a 
Coreia do Norte havia 
declarado ter conduzido 
um lançamento teste de 
míssil balístico intercon-
tinental no dia anterior.
O premiê japonês decla-
rou ter dito à Trump que 
os lançamentos norte-
coreanos de mísseis ba-

Japão e Estados Unidos 
decidem aprimorar seus 
sistemas de defesa

lísticos intercontinentais 
aumentaram significati-
vamente a ameaça tanto 
ao Japão quanto aos Es-
tados Unidos, sendo ab-
solutamente inaceitáveis.
Abe notou ainda que o 
presidente americano 
publicou imediatamente 
uma declaração na qual 
afirma que os Estados 
Unidos tomarão todas 
as medidas necessárias 
para proteger seus alia-
dos na região. Segundo o 
premiê, a declaração foi 
bastante tranquilizadora 
e o Japão se sente grato 
por ela.
Trump, por sua vez, teria 
respondido que o último 
míssil lançado caiu ex-
tremamente próximo do 

Defesa Nacional 　31/07/2017

arquipélago japonês e os 
EUA estão muito preocu-
pados.
O presidente teria dito 
que Washington e Tóquio 
têm uma forte parceria 
e o compromisso de seu 
país em defender o Japão 
é inabalável.
Shinzo Abe e Donald 
Trump concordaram 
quanto à importância de 
tomar ações específicas 
para a melhora de seus 
sistemas de defesa. Eles 
decidiram ainda realizar 
conversações de seguran-
ça entre seus chanceleres 
e ministros da Defesa, 
reunião conhecida como 
“2 mais 2”.
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総そ
う

長ち
ょ
う

に
よ
る
読ど

経き
ょ
う

が
行お

こ
な

わ
れ
る

な
か
参さ

ん

列れ
つ

者し
ゃ

は
焼し

ょ
う

香こ
う

し
、
し
め

や
か
に
法ほ

う

要よ
う

が
執と

り
行お

こ
な

わ
れ
た
。

　

杣そ
ま

山や
ま

総そ
う

長ち
ょ
う

は
法ほ

う

話わ

で

「
盆ぼ

ん

踊お
ど

り
」
を
題だ

い

材ざ
い

に
、
そ

の
由ゆ

来ら
い

と
な
っ
た
神じ

ん

通つ
う

力り
き

第だ
い

一い
ち

と
呼よ

ば
れ
る
目も

く

連れ
ん

尊そ
ん

者じ
ゃ

の

逸い
つ

話わ

を
紹し

ょ
う

介か
い

し
た
。「
釈し

ゃ

迦か

の
教お

し

え
は
、
人ひ

と

の
姿す

が
た

を
通と

お

し

て
、
自じ

分ぶ
ん

の
姿す

が
た

を
見み

つ
め
直な

お

し
な
さ
い
と
い
う
こ
と
だ
っ

た
の
で
は
な
い
か
」
と
語か

た

り
、「
色い

ろ

々い
ろ

な
人ひ

と

の
苦く

労ろ
う

を

受う
け

継つ

い
で
今こ

ん
に
ち日
を
迎む

か

え
て
い

る
。
お
寺て

ら

が
繁は

ん

栄え
い

す
る
よ
う

努ど

力り
ょ
く

す
る
こ
と
が
、
先せ

ん

輩ぱ
い

方が
た

へ
の
お
礼れ

い

に
な
る
」
と
説と

い
た
。

　

挨あ
い

拶さ
つ

に
立た

っ
た
リ
ベ
イ
ラ
河が

わ

沿え
ん

岸が
ん

日に
っ

系け
い

団だ
ん

体た
い

連れ
ん

合ご
う

会か
い

（
Ｆ

Ｅ
Ｎ
Ｉ
Ｖ
Ａ
Ｌ
）
の
山や

ま

村む
ら

敏と
し

明あ
き

会か
い

長ち
ょ
う

は
、「
素す

晴ば

ら
し
い
式し

き

典て
ん

を
迎む

か

え
心こ

こ
ろ

か
ら
喜よ

ろ
こ

び
感か

ん

激げ
き

し
て

い
る
。
こ
う
し
て
め
で
た
い
日ひ

を
迎む

か

え
ら
れ
た
の
も
、
歴れ

き

代だ
い

主し
ゅ

管か
ん

開か
い

教き
ょ
う

師し

先せ
ん

生せ
い

や
門も

ん

信し
ん

徒と

の
皆み

な

様さ
ま

に
物ぶ

っ

心し
ん

両り
ょ
う

面め
ん

で
支し

援え
ん

頂い
た
だ

い
た

お
陰か

げ

」
と
感か

ん

謝し
ゃ

を
滲に

じ

ま
せ
た
。

　

さ
ら
に
寺て

ら

の
歴れ

き

史し

を
振ふ

り
返か

え

り
、「
先せ

ん

駆く

者し
ゃ

の
撒ま

か
れ
た
種た

ね

は
大た

い

木ぼ
く

と
な
っ
て
現げ

ん

在ざ
い

も
成せ

い

長ち
ょ
う

し
て
い
る
」
と
締し

め
く
く
っ
た
。

同ど
う

寺て
ら

護ご

持じ

会か
い

の
黒く

ろ

澤さ
わ

森も
り

男お

会か
い

長ち
ょ
う

も
、「
こ
れ
か
ら
も
浄じ

ょ
う

土ど

真し
ん

宗し
ゅ
う

の
み
教お

し

え
を
良よ

く
守ま

も

っ
て
い

き
た
い
。
こ
の
こ
と
が
お
寺て

ら

の

発は
っ

展て
ん

に
つ
な
が
り
、
各お

の

々お
の

の
家か

庭て
い

を
平へ

い

穏お
ん

に
し
て
く
れ
る
と
確か

く

信し
ん

し
て
い
る
」
と
寺て

ら

の
更さ

ら

な
る

発は
っ

展て
ん

に
向む

け
て
誓ち

か

い
を
新あ

ら

た
に

「
先せ

ん

駆く

者し
ゃ

の
撒ま

い
た
種た

ね

は
大た

い

木ぼ
く

に
」

高こ
う

齢れ
い

化か

受う

け
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
新し

ん

設せ
つ

　
レ
ジ
ス
ト
ロ
本ほ

ん

派ぱ

本ほ
ん

願が
ん

寺じ

（
高た

か

橋は
し

一い
っ

心し
ん

開か
い

教き
ょ
う

師し

）
と
同ど

う

地ち

日に
っ

伯ぱ
く

文ぶ
ん

化か

協き
ょ
う

会か
い

（
福ふ

く

澤ざ
わ

一か
ず

興お
き

会か
い

長ち
ょ
う）
の
共

き
ょ
う

催さ
い

で
、『
レ
ジ
ス
ト
ロ
本ほ

ん

派ぱ

本ほ
ん

願が
ん

寺じ

６
０
周

し
ゅ
う

年ね
ん

記き

念ね
ん

式し
き

典て
ん

』
が
７
月が

つ

２
９
日に

ち

午ご

後ご

２
時じ

か
ら
同ど

う

寺て
ら

で
開か

い

催さ
い

さ
れ
た
。
聖せ

い

市し

や
パ
ラ
ナ
州

し
ゅ
う

都と

ク
リ
チ
バ
の
門も

ん

信し
ん

徒と

や
、
聖せ

い

南な
ん

西せ
い

文ぶ
ん

化か

体た
い

育い
く

連れ
ん

盟め
い

傘さ
ん

下か

の
各か

く

団だ
ん

体た
い

代だ
い

表ひ
ょ
う

者し
ゃ

ら
お
よ
そ
２
０
０
人に

ん

が
駆か

け
つ
け
、
盛せ

い

大だ
い

に
還か

ん

暦れ
き

の
節ふ

し

目め

を
祝い

わ

っ
た
。

門も
ん

信し
ん

徒と

の
寄き

付ふ

で
エ
レ
ベ
ー
タ
ー

節ふ
し

目め

の
年と

し

を
迎む

か

え
思お

も

い
新あ

ら

た
に

雄お

さ
ん
の
娘む

す
めテ
レ
ジ
ー
ニ
ャ
さ
ん

（
三さ

ん

世せ
い

、
７
６
）
は
、「『
死し

ん

だ
ら
財ざ

い

産さ
ん

は
持も

っ
て
い
け
な
い
。

人ひ
と

様さ
ま

の
た
め
に
な
る
な
ら
』
と

父ち
ち

が
言い

っ
て
い
た
の
を
思お

も

い
出だ

す
わ
」
と
懐な

つ

か
し
む
。

　

婦ふ

人じ
ん

会か
い

会か
い

長ち
ょ
う

を
１
５
年ね

ん

務つ
と

め
た
鷲す

見み

ル
リ
ア
さ
ん
（
二に

世せ
い

、
８
２
）
も
、
本ほ

ん

堂ど
う

を
見み

上あ

げ
な
が
ら
「
門も

ん

信し
ん

徒と

の
一い

っ

家か

の

主あ
る
じを
中ち

ゅ
う
心し

ん

に
、
皆み

な

が
か
な
り
の

額が
く

を
出だ

し
合あ

っ
て
作つ

く

っ
た
の
よ
」

と
感か

ん

慨が
い

深ぶ
か

げ
に
語か

た

っ
た
。

　

く
わ
え
て
「
新し

ん

設せ
つ

さ
れ
た
エ

レ
ベ
ー
タ
ー
も
皆み

な

の
寄き

付ふ

を
集あ

つ

め
て
で
き
た
。
最さ

い

近き
ん

で
は
お
寺て

ら

に
来く

る
の
も
年と

し

寄よ

り
ば
か
り
だ

か
ら
、
本ほ

ん

当と
う

に
助た

す

か
る
わ
」
と

喜よ
ろ
こび
、
日に

っ

系け
い

社し
ゃ

会か
い

の
紐ち

ゅ
う
た
い帯
の
強つ

よ

さ
を
伺う

か
が
わ
せ
た
。「
今い

ま

で
は
少す

く

な

く
な
っ
た
け
ど
、
昔む

か
し

は
お
祝い

わ

い

事ご
と

も
多お

お

く
て
、
子こ

供ど
も

た
ち
は
皆み

な

こ
こ
で
結け

っ

婚こ
ん

式し
き

を
上あ

げ
た
も
の

し
た
。

　

ジ
ウ
ソ
ン
・
ワ
グ
ネ
ル
・
フ
ァ

ン
チ
ン
市し

長ち
ょ
う

は
「
寺て

ら

は
レ
ジ
ス

ト
ロ
の
歴れ

き

史し

の
一い

ち

部ぶ

」
と
先せ

ん

駆く

者し
ゃ

の
功こ

う

績せ
き

を
称た

た

え
、「
我わ

が
町ま

ち

が
観か

ん

光こ
う

地ち

と
し
て
発は

っ

展て
ん

す
る
よ

う
努ど

力り
ょ
く

し
て
い
る
が
、
そ
の
重じ

ゅ
う

要よ
う

な
観か

ん

光こ
う

資し

源げ
ん

が
日に

本ほ
ん

文ぶ
ん

化か

だ
」
と
称し

ょ
う

賛さ
ん

し
た
。

　

聖せ
い

州し
ゅ
う

の
観か

ん

光こ
う

都と

市し

２
０
市し

に

選せ
ん

出し
ゅ
つ

さ
れ
る
こ
と
が
見み

込こ

ま
れ

て
お
り
、「
助じ

ょ

成せ
い

金き
ん

が
下お

り
れ

ば
、
イ
ン
フ
ラ
整せ

い

備び

や
日に

っ

系け
い

社し
ゃ

会か
い

の
イ
ベ
ン
ト
を
援え

ん

助じ
ょ

し
て
ゆ

く
こ
と
も
可か

能の
う

に
な
る
」
と
の

吉き
っ

報ぽ
う

を
伝つ

た

え
た
。

　

飯い
い

星ほ
し

ワ
ル
テ
ル
連れ

ん

邦ぽ
う

下か

議ぎ

、ル

イ
ス
・
マ
ル
セ
ロ・
コ
メ
ロ
ン
市し

議ぎ

足そ
く

し
た
の
が
、
護ご

持じ

会か
い

の
前ぜ

ん

身し
ん

に
あ
た
る
「
慈じ

光こ
う

会か
い

」
だ
っ
た
。

　

太た
い

平へ
い

洋よ
う

戦せ
ん

争そ
う

勃ぼ
っ

発ぱ
つ

に
よ
る
活か

つ

動ど
う

休き
ゅ
う

止し

を
経へ

て
、
４
６
年ね

ん

に
活か

つ

動ど
う

を
再さ

い

開か
い

。
５
７
年ね

ん

に
初し

ょ

代だ
い

の
佐さ

さ々

木き

信の
ぶ

澄ず
み

開か
い

教き
ょ
う

師し

が
赴ふ

任に
ん

し
、
篤と

く

志し

家か

で
あ
る
管か

ん

野の

勝か
つ

雄お

さ
ん
か
ら
土と

地ち

の
寄き

贈ぞ
う

を
受う

け
、
現げ

ん

在ざ
い

住じ
ゅ
う

宅た
く

と
な
っ
て
い
る

場ば

所し
ょ

が
寺じ

院い
ん

と
し
て
使つ

か

わ
れ
始は

じ

め
た
こ
と
で
、
本ほ

ん

願が
ん

寺じ

と
し
て

歩あ
ゆ

み
を
始は

じ

め
た
。

　

そ
の
後ご

、
６
７
年ね

ん

に
篤と

く

志し

家か

の
寺て

ら

島し
ま

武た
け

夫お

さ
ん
か
ら
土と

地ち

の
寄き

贈ぞ
う

を
受う

け
、
三さ

ん

代だ
い

主し
ゅ

管か
ん

の
藤ふ

じ

森も
り

浄じ
ょ
う

水す
い

開か
い

教き
ょ
う

師し

が
中ち

ゅ
う

心し
ん

と
な
り
、
建け

ん

設せ
つ

委い

員い
ん

会か
い

が

結け
っ

成せ
い

さ
れ
た
。
門も

ん

信し
ん

徒と

を
中ち

ゅ
う

心し
ん

に
レ
ジ
ス
ト
ロ
日に

っ

系け
い

社し
ゃ

会か
い

か

ら
８
万ま

ん

１
１
０
７
ク
ル
ゼ
ー
ロ

ス
（
当と

う

時じ

）
も
の
寄き

付ふ

金き
ん

が
集あ

つ

ま
り
、
１
０
年ね

ん

以い

上じ
ょ
う

に
渡わ

た

る
涙な

み
だ

ぐ
ま
し
い
募ぼ

金き
ん

活か
つ

動ど
う

に
よ
っ
て
、

７
９
年ね

ん

に
現げ

ん

在ざ
い

の
本ほ

ん

堂ど
う

が
完か

ん

成せ
い

し
た
。

　
こ
れ
ま
で
１
３
人に

ん

の
開か

い

教き
ょ
う

師し

が
赴ふ

任に
ん

し
、
現げ

ん

在ざ
い

に
至い

た

る
。

涙な
み
だ

ぐ
ま
し
い
本ほ

ん

堂ど
う

建け
ん

設せ
つ

の
歴れ

き

史し

現げ
ん

地ち

日に
っ

系け
い

社し
ゃ

会か
い

の
心こ

こ
ろ

の
拠よ

り
所ど

こ
ろ

に

よ
。
私わ

た
し

も
こ
こ
で
金き

ん

婚こ
ん

式し
き

を
挙あ

げ
て
、
２
０
０
人に

ん

く
ら
い
集あ

つ
まっ

て
く
れ
た
わ
」
と
懐な

つ

か
し
ん
だ
。

　

現げ
ん

在ざ
い

、
同ど

う

寺て
ら

で
は
月つ

き

に
２
、３

回か
い

の
法ほ

う

事じ

と
「
ケ
ル
メ
ッ
セ
」
や

「
慈じ

善ぜ
ん

お
茶ち

ゃ

会か
い

」
な
ど
の
行ぎ

ょ
う
事じ

を

催も
よ
おし
て
い
る
と
い
う
。

　

山や
ま

村む
ら

純じ
ゅ
ん

子こ

婦ふ

人じ
ん

会か
い

会か
い

長ち
ょ
う
は
、

「
０
９
年ね

ん

に
着ち

ゃ
く

任に
ん

さ
れ
た
高た

か

橋は
し

開か
い

教き
ょ
う

師し

は
、
若わ

か

い
け
れ
ど
は
っ

き
り
物も

の

事ご
と

を
お
話は

な
し
さ
れ
て
、
素す

晴ば

ら
し
い
法ほ

う

話わ

で
皆み

な

喜よ
ろ
こ
ん
で
い

る
わ
」
と
語か

た

る
。

　

昨さ
く

年ね
ん

に
は
、
高た

か

橋は
し

開か
い

教き
ょ
う

師し

の
働は

た
ら

き
か
け
で
、
レ
ジ
ス
ト
ロ

で
は
第だ

い

３
回か

い

目め

の
開か

い

催さ
い

と
な

る
「
南な

ん

米べ
い

本ほ
ん

願が
ん

寺じ

婦ふ

人じ
ん

大た
い

会か
い

」

も
開か

い

催さ
い

さ
れ
た
。
山や

ま

村む
ら

婦ふ

人じ
ん

会か
い

会か
い

長ち
ょ
う
は
、「
料り

ょ
う
理り

か
ら
何な

に

ま
で
、

皆み
な

で
色い

ろ

々い
ろ

と
助た

す

け
あ
っ
て
開か

い

催さ
い

で
き
て
、
本ほ

ん

当と
う

に
良よ

か
っ
た
。

年と
し

寄よ

り
ば
か
り
だ
け
ど
、
先せ

ん

生せ
い

の
お
陰か

げ

で
張は

り
合あ

い
が
出で

て

き
ま
し
た
。
こ
れ
か
ら
も
み
教お

し

え
を
よ
く
守ま

も

っ
て
い
き
た
い
わ
」

と
節ふ

し

目め

の
年と

し

を
迎む

か

え
、
思お

も

い
を

新あ
ら

た
に
し
た
。

会か
い

議ぎ

長ち
ょ
う

か
ら
も
祝し

ゅ
く

辞じ

が
送お

く

ら
れ
、

同ど
う

寺て
ら

の
発は

っ

展て
ん

に
貢こ

う

献け
ん

し
て
き
た

功こ
う

労ろ
う

者し
ゃ

１
０
人に

ん

が
表ひ

ょ
う

彰し
ょ
う

さ
れ
た
。

　

式し
き

典て
ん

後ご

、
落ら

っ

慶け
い

６
０
周し

ゅ
う

年ね
ん

記き

念ね
ん

プ
レ
ー
ト
の
除じ

ょ

幕ま
く

式し
き

が
行お

こ
な

わ
れ
、
門も

ん

信し
ん

徒と

の
高こ

う

齢れ
い

化か

を

受う

け
て
新し

ん

設せ
つ

さ
れ
た
エ
レ
ベ
ー

タ
ー
が
披ひ

露ろ
う

さ
れ
た
。
現げ

ん

在ざ
い

の

本ほ
ん

堂ど
う

建こ
ん

立り
ゅ
う

以い

前ぜ
ん

に
旧き

ゅ
う

寺じ

院い
ん

と
し

て
使し

用よ
う

さ
れ
て
い
た
敷し

き

地ち

内な
い

の

住じ
ゅ
う

宅た
く

を
建た

て

替か

え
し
、
今こ

ん

後ご

２
年ね

ん

で
宗し

ゅ
う

教き
ょ
う

文ぶ
ん

化か

活か
つ

動ど
う

を
目も

く

的て
き

と
し

た
「
新し

ん

棟と
う

建け
ん

設せ
つ

計け
い

画か
く

」
が
発は

っ

表ぴ
ょ
う

さ
れ
る
と
、
門も

ん

信し
ん

徒と

ら
は
歓か

ん

喜き

に
沸わ

い
た
。

　

そ
の
後ご

の
夕ゆ

う

食し
ょ
く

会か
い

で
は
、
同ど

う

寺て
ら

婦ふ

人じ
ん

部ぶ

お
手て

製せ
い

の
豪ご

う

勢せ
い

な
料り

ょ
う

理り

に
舌し

た

鼓つ
づ
み

し
、
歓か

ん

談だ
ん

を
楽た

の

し
ん

高
こう

齢
れい

化
か

を受
う

けて新
しん

設
せつ

されたエレベーター

本
ほん

堂
どう

を背
はい

景
けい

に記
き

念
ねん

写
しゃ

真
しん

で
、
そ
こ
に
は
寺て

ら

も
な
け
れ
ば

神じ
ん

社じ
ゃ

も
な
い
。
そ
ん
な
時じ

代だ
い

に
、

セ
ッ
テ
・
バ
ー
ラ
ス
に
入に

ゅ
う

植し
ょ
く

し

た
生い

駒こ
ま

真ま

澄す
み

師し

を
迎む

か

え
、
心こ

こ
ろ

の

拠よ

り
所ど

こ
ろ

と
し
て
３
０
年ね

ん

頃ご
ろ

に
発ほ

っ

　

レ
ジ
ス
ト
ロ
本ほ

ん

願が
ん

寺じ

は
、

１
９
２
５
年ね

ん

に
深ふ

か

町ま
ち

信し
ん

一い
ち

や
小お

野の

一は
じ
め

ら
数す

う

人に
ん

の
同ど

う

宗し
ゅ
う

信し
ん

徒と

が
集あ

つ

ま
り
、
法ほ

う

縁え
ん

を
し
た
こ
と
に
遡

さ
か
の
ぼ

る
と
い
う
。
植し

ょ
く

民み
ん

地ち

開か
い

設せ
つ

当と
う

時じ

だ
。
聖せ

い

市し

か
ら
訪お

と
ず

れ
た
婦ふ

人じ
ん

ら

は
「
ま
る
で
藝げ

い

術じ
ゅ
つ

。
プ
ロ
の
料り

ょ
う

理り

人に
ん

が
つ
く
っ
た
よ
う
で
、
素す

晴ば

ら
し
い
。
温あ

た
た

か
い
心こ

こ
ろ

の
こ
も
っ

た
お
も
て
な
し
に
胸む

ね

が
熱あ

つ

く
な

り
ま
し
た
」
と
思お

も

わ
ず
吐と

息い
き

が

漏も

れ
る
ほ
ど
だ
っ
た
。

　

午ご

後ご

６
時じ

か
ら
は
『
第だ

い

５
７

回か
い

盆ぼ
ん

踊お
ど

り
』
を
同ど

う

寺て
ら

内な
い

で
開か

い

催さ
い

。
昨さ

く

年ね
ん

ま
で
リ
ベ
イ
ラ
河が

わ

横よ
こ

の
広ひ

ろ

場ば

で
開か

い

催さ
い

さ
れ
て
い
た
が
、

今こ

年と
し

は
６
０
周し

ゅ
う

年ね
ん

を
祝し

ゅ
く

し
て
寺て

ら

に
場ば

所し
ょ

を
移う

つ

し
た
。
Ｆ
Ｅ
Ｎ
Ｉ

Ｖ
Ａ
Ｌ
の
婦ふ

人じ
ん

会か
い

ら
に
よ
る
出し

ゅ
っ

店て
ん

で
賑に

ぎ

わ
い
を
み
せ
、
特と

く

設せ
つ

さ

れ
た
櫓や

ぐ
ら

を
囲か

こ

ん
で
来ら

い

場じ
ょ
う

者し
ゃ

は
夜よ

る

が
更ふ

け
る
ま
で
盆ぼ

ん

踊お
ど

り
を
愉た

の

し

ん
だ
。

夜
よ

更
ふ

けまで愉
たの

しんだ盆
ぼん

踊
おど

り

焼
しょうこう

香に並
なら

んだ参
さん

列
れつ

者
しゃ

豪
ごう

勢
せい

な食
しょく

事
じ

が振
ふる

舞
ま

われた夕
ゆう

食
しょく

会
かい

野
や

菜
さい

で鶴
つる

を模
かたど

った飾
かざ

りつけ

● さらに新
しん

棟
とう

建
けん

設
せつ

計
けい

画
かく

も ●

レジストロ本
ほん

願
がん

寺
じ

落
らっ

慶
けい

 　周
しゅう

年
ねん

60

が
続ぞ

く

々ぞ
く

と
門も

ん

を
く
ぐ
り
入に

ゅ
う

場じ
ょ
う

す

る
と
、式し

き

典て
ん

は
始は

じ

ま
り
を
告つ

げ
た
。

　

本ほ
ん

堂ど
う

に
場ば

所し
ょ

を
移う

つ

し
、
杣そ

ま

山や
ま

寺て
ら

護ご

持じ

会か
い

員い
ん

や
浄じ

ょ
う

土ど

真し
ん

宗し
ゅ
う

本ほ
ん

派ぱ

本ほ
ん

願が
ん

寺じ

の
杣そ

ま

山や
ま

哲て
つ

英え
い

南な
ん

米べ
い

教き
ょ
う

団だ
ん

総そ
う

長ち
ょ
う

、
高た

か

橋は
し

開か
い

教き
ょ
う

師し

、
稚ち

児ご

ら

　

地じ

元も
と

の
リ
ベ
イ
ラ
涼り

ょ
う

風ふ
う

太だ
い

鼓こ

に
よ
る
和わ

太だ
い

鼓こ

の
音ね

色い
ろ

が
響ひ

び

き

渡わ
た

る
な
か
、
寺て

ら

を
運う

ん

営え
い

す
る
同ど

う

　

土と

地ち

を
寄き

贈ぞ
う

し
た
菅か

ん

野の

勝か
つ

 ANO XX  –  Nº 4811 SÃO PAULO, SÁBADO, 5 DE AGOSTO DE 2017 R$ 4,00


	05-08 p1
	05-08 p2
	05-08 p3
	05-08 p4
	05-08 p5
	05-08 p6
	05-08 p7
	05-08 p8 ESP

